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12
日
本
一
の「
竹
田
愛
」

2014  No.117

11月11日、第９回居酒屋甲子園全国大会が横浜市で開催され、
「感動のもつ鍋処　陽はまたのぼる府内店」（氏田善宣代表〔竹

田市三宅出身〕)は、〝竹田愛〟あふれる堂々としたプレゼンテー
ションを発表。初出場で見事、全国1328店の頂点に輝きました。
氏田代表は「竹田をもっと元気にします!!」と語っています。
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こ
の
賞
は
、
ア
ジ
ア
の
人
々
に

と
っ
て
幸
せ
な
生
活
環
境
を
築
い

て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
、
他
都
市

の
模
範
と
な
る
優
れ
た
成
果
を
あ

げ
た
都
市
、
地
域
、
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

２
０
１
４
年
は
、「
未
来
へ
幸
せ
を

つ
な
ぐ
景
観
」を
テ
ー
マ
に
、
環
境

共
生
型
の
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指

し
、
心
豊
か
な
、
質
の
高
い
都
市
空

間
を
創
出
し
て
い
る
案
件
が
表
彰
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

「
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
」に

大
き
な
期
待

　

表
彰
式
は
11
月
18
日
、
福
岡
市
の

グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
福
岡
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
都
市
景
観
学
会
の
佐
藤

優
名
誉
会
長
は「
今
年
初
め
て
の
賞

で
あ
る『
ア
ジ
ア
都
市
景
観
賞
審
査

員
賞
』は
３
件
あ
り
、
極
め
て
新
し

い
試
み
や
、
地
域
の
文
化
歴
史
を
尊

重
し
、
芸
術
性
の
高
い
も
の
な
ど
の

項
目
で
秀
で
た
も
の
が
あ
り
、
こ
の

努
力
を
評
価
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
期
待
で
き
る
も
の
を
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
す
る
も
の
で
あ
る
」と
講
評

を
述
べ
ま
し
た
。

　

景
観
と
は
、
暮
ら
す
人
々
の
息
づ

か
い
、
肌
に
感
じ
る
風
、
香
り
な
ど

を
含
む
、
そ
の
土
地
の
個
性
が
分
か

る
表
情
で
す
。

　

近
世
江
戸
時
代
、
岡
藩
の
中
心

と
し
て
栄
え
て
き
た
城
下
町
は
、

４
０
０
年
の
時
空
を
超
え
て
、
多
く

の
文
化
財
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

「
ア
ジ
ア
都
市
景
観
賞
」

審
査
員
賞
を
受
賞

「
竹
田
地
区
街
な
み
景
観
ま
ち
づ
く
り
」

主
催
国
連
ハ
ビ
タ
ッ
ト
福
岡
本
部
・
ア
ジ
ア
ハ
ビ
タ
ッ
ト
協
会
・
ア
ジ
ア

景
観
デ
ザ
イ
ン
学
会
・
公
益
財
団
法
人 

福
岡
ア
ジ
ア
都
市
研
究
所

←潜在能力の高さが認められた
竹田地区の街並み景観

↑「アジア都市景観賞審査員賞」を授賞しました
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人口のうごき
　　　　　　　　　（前月比）
人　口　23,917　人（－15人）
男　性　11,129　人（－21人）
女　性　12,788　人（＋  6人）
世帯数　10,619世帯（＋10世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成26年11月１日現在）

○「竹田地区街なみ景観まちづくり」
が「アジア都市景観賞」審査員賞を
受賞…………………………………２

○長湯温泉が「日本の名湯百選」に！
………………………………………４

○社会保障・税番号制度（マイナン
バー制度）を紹介します　…………５

○『絞り染め〝豊後〟に出会う旅』展…６
○【農業】広がる被害！有害鳥獣対策

の推進へ　ほか……………………７
○第47回衆議院議員総選挙・第23

回最高裁判所裁判官国民審査……８
○竹田市の財政状況をお知らせしま

す……………………………………10
○【健康一直線】　食育活動リポート

／出張！えがおの子育て小児科…13
○市長コラム「有由有縁」……………14

別冊　たけたん情報
12月のこよみ／ケーブルテレビ特番情報
平成27年度から自動車税が変わります！

○長湯ダム湖でエコスポーツ　ウェ
イクボード登場／今月の表紙（陽
はまたのぼる日本一！）　…………15

○まちの話題…………………………16
○功績を讃えて 竹田市功労者表彰 

ほか…………………………………18
○【福祉】「障害者週間」／大分県地域

福祉推進大会表彰結果……………20
○【交流】姉妹都市バート・クロツィ

ンゲン市交流25周年／ライプツィ
ヒ・マラソン竹田市民ランナー募
集します！ほか……………………22

○【みんなのゆうがくかん】ぼくたち・
私たちの学び舎（小羊保育園）／菅
生小学校が「ガンバルin道守賞」金
賞／図書館のおしらせ／竹田マン
ガ・ぼくのひめぱん／誕生おめで
とう／まるごと博物館　ほか　……24

○地元のいい 出来事………………27
○郷土の植物／すくすく１歳………28

も　く　じ

月号

⓭

現
在
、
本
市
は
、
人
々
の
手
に
よ
り

守
り
引
き
継
が
れ
て
き
た
景
観
を
高

め
、
活
用
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る

「
竹
田
型
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」

を
提
唱
。
特
に
歴
史
的
文
化
遺
産
が

集
中
す
る
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
、

「
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
」

が
立
案
さ
れ
ま
し
た
。
都
市
景
観
整

備
の
方
向
と
し
て
、
従
来
の
町
割
り

と
城
下
町
の
景
観
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
ま
た
、
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
に
基
づ
く「
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
」の
認
定
を
得
る
な

ど
、
一
つ
ず
つ
調
査
研
究
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
ア
ジ
ア
都
市
景
観
賞
審
査

員
賞
授
賞
の
栄
誉
を
励
み
と
し
、
地

域
に
根
差
し
た
都
市
空
間
の
向
上
を

図
り
な
が
ら
、
日
本
有
数
の
都
市
景

観
を
保
有
す
る
都
市
と
し
て
、
発
展

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「竹田地区街なみ環境整備事業～歴史的風致を活かした景観まちづくり～」

 竹田市のこれまでの景観形成への取り組み
◆竹田市街なみ景観まちづくりへの取り組み
　・竹田市文化財保護条例（S40.12.25制定）
　・竹田市伝統的建造物群保存条例（S51.9.29制定）
　・竹田市史跡等環境保存条例（S54.7.26制定） 　
　・歴史の道整備事業及び歴史的建造物等の修復整備事業（S54～Ｈ13）
　・竹田地区街なみ環境整備事業（H14～26）
　・竹田市が景観行政団体へ（H23.2.7）
 
◆竹田地区街なみ環境整備事業及び景観まちづくりの概要
　○竹田地区街なみ環境整備事業

　歴史ある「竹田城下町」として伝統と歴史を重んずる中で住環境を高
めつつ、地域住民が誇りを持って暮らせる場づくりを進める。
　また、点在している歴史的建造物等を点から線、面へと広げることを推
進し、商業活動の活性化を支える街なみづくりを図っていくものである。

　　①街なみ整備事業（H14～H26）
　　　・水路、道路：市街地に張り巡らされた流水路を活かした整備を行う

ため、流水路の設置や水の流れを感じる側溝整備、土色カラー舗装
による歴史的街なみとの調和を図った道路の美装化を実施。

　　②街なみ整備助成事業（H14～H26）
　　　・竹田城下町内では、住宅や塀、看板を修景整備する場合に補助を

行っている。
　　　　まちづくり協定地区では、竹田市が２／３補助。重点地区の下本町

地区は５／６補助を行い、短期的、重点的かつ面的に助成事業を
行っている。

　○都市計画道路廃止及び交通社会実験
　竹田城下町内に計画決定されていた、都市計画道路竹田玉来線本町工区
の整備を何十年も関係機関及び市民と協議してきたが、平成21年の長期未
着手路線の見直しに伴い計画を廃止し、「城下町の町割り」を残した城下町
全体のまちづくりへ移行といった提案を市民へ行った。その後、城下町
再生を目指したまちづくりを構想・提案し、都市計画道路の廃止などを
行っている。こういった住民合意を経て、本格的に城下町の町割り保存
を中心とした「まちづくり」へ転換している。
　平成25年度には、城下町の町割りを壊さずに歩道空間を確保する試み
として、車道1車線化の交通社会実験を行った。交通社会実験の目的は、
実験から見えてくる課題や問題点を整理・検証し、将来の道路整備に反
映させることであった。この取り組みは、大分県・竹田市・市民・交通
事業者・警察で「竹田本町通り交通社会実験協議会」を設立し、都市計画道
路廃止区間の現道幅（６～７㍍）で歩行空間を確保する試みであった。

○竹田市歴史的風致維持向上計画認定
　平成26年6月23日に国土交通省・文部科学省・農水省の３省に認定さ
れた。今後も歴史的風致を活かしたまちづくりを実施していく。
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「
地
方
創
生
」の
弾
み
に

　

11
月
２
日
、「
長
湯
温
泉
」日
本

名
湯
百
選
選
定
記
念「
健
康
と
温

泉
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

竹
田
」が
直
入

支
所
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
研
究
セ
ミ
ナ
ー
開
催
前

に
認
定
書
の『
日
本
の
名
湯
百
選
』

披
露
式
が
あ
り
、
伊
藤
義
文
長
湯

温
泉
旅
館
組
合
長
が「
私
た
ち
温

泉
従
事
者
に
と
り
ま
し
て
は〝
誇

り
〟に
思
い
、
こ
の
貴
重
な
長
湯

温
泉
を
後
世
に
残
し
て
い
く
こ

と
を
真
剣
に
取
り
組
ん
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
ら
た

め
て
感
じ
て
い
ま
す
」と
挨
拶
。

　

認
定
書
を
授
与
さ
れ
た
首
藤

市
長
は「
長
湯
温
泉
で
生
ま
れ
た

日
本
に
お
け
る『
温
泉
療
養
保
健

制
度
』を
充
実
さ
せ
、
日
本
名
湯

百
選
に
選
定
さ
れ
た
喜
び
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
、
今
後
も
挑

戦
を
続
け
た
い
。
そ
れ
が
先
人
に

対
す
る
、
私
た
ち
の
最
大
の
恩
返

し
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」と
述

べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
講
演

会
。「
炭
酸
泉
の
効
能
」を
テ
ー
マ

に
、
温
泉
療
法
医
の
伊
藤
恭
先
生

（
伊
藤
医
院
院
長
）が
、
長
湯
温
泉

が
血
管
機
能
改
善
に
効
果
が
あ

る
こ
と
を
解
説
。「
高
齢
化
社
会

に
お
い
て
は
健
康
資
源
で
あ
る

と
と
も
に
、
地
域
固
有
の
貴
重
な

経
済
資
源
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
」と
講
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
入
湯
税
の
戦
略
的
活

用
に
よ
る
温
泉
研
究
の
振
興
」を

テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
温
泉
療
法
医

会
会
長
の
猪
熊
茂
子
さ
ん
、
健
康

と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム
専
門
員
の

布
山
裕
一
さ
ん（
流
通
経
済
大
学

講
師
）、
高
崎
経
済
大
学
地
域
政

策
学
部
観
光
政
策
科
教
授
の
大

野
正
人
さ
ん
、
旅
行
ラ
イ
タ
ー
の

末
松
千
尋
さ
ん
、
以
上
４
人
の
パ

ネ
ラ
ー
が
出
席
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ

ム
常
任
理
事
の
合
田
純
人
さ
ん

が
務
め
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
る
な
か
、布
山
教
授
は「
入

湯
税
は
一
般
財
源
に
組
み
入
れ

ら
れ
、
使
途
が
不
明
確
な
市
町
村

が
圧
倒
的
に
多
い
の
が
現
状
。
使

途
に
つ
い
て
明
確
に
し
、
そ
し
て

課
税
目
的
を
再
検
討
す
べ
き
」、
末

松
さ
ん
は「
入
湯
税
は〝
鉱
泉
源
の

保
護
〟な
ど
、
温
泉
の
た
め
に
使

わ
れ
て
欲
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
本
来
の
入
湯
税
の
活

用
を
考
え
、
温
泉
観
光
戦
略
な
ど

に
使
う
べ
き
」と
い
う
提
言
も
出

さ
れ
る
な
ど
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

日本の温泉地のなかでも特に療養・保養に優れた温泉地として、竹田市直入町の長湯温泉は、
特定非営利活動法人「健康と温泉フォーラム」が認定する『日本の名湯百選』の１００番目に認定
されました。

長湯温泉が

「日本の名湯百選」に！

【写真説明】①「日本の名湯百選」認定書の披露式　②長湯温泉」日本名湯百選選定記念「健康と温泉フォーラ
ム in 竹田」パネルディスカッションの様子　③「炭酸泉の効能」をテーマに講演する温泉療法医・伊藤恭先生

長湯温泉　ガニ湯

❶

❸ ❷
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［
ど
ん
な
制
度
で
す
か
？

］

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票
を
有
す

る
全
て
の
方
に
１
人
１
つ
の
番
号
を
付

し
て
、
複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人

の
情
報
を
効
率
的
に
活
用
す
る
も
の
で

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
期
待
さ
れ
る
効

果
と
し
て
は
、
大
き
く
３
つ
あ
り
ま
す
。

（
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
）

　

所
得
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況

を
把
握
し
や
す
く
な
る
た
め
、
不
当

に
負
担
を
免
れ
る
こ
と
や
不
正
に
給
付

を
受
け
る
こ
と
を
防
止
で
き
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
方
に
支
援
を
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

（
国
民
の
利
便
性
の
向
上
）

　

添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政
手
続

が
簡
素
化
さ
れ
、
窓
口
で
の
皆
さ
ん
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
将
来
的
に
は

行
政
機
関
が
持
っ
て
い
る
自
分
の
情
報

を
確
認
し
た
り
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の

お
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
り
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

 （
行
政
の
効
率
化
）

　

国
や
市
等
の
行
政
機
関
の
間
で
の
、

業
務
連
携
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
作
業

の
重
複
な
ど
の
無
駄
が
削
減
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

［
誰
が
ど
ん
な
こ
と
に
使
う
の
？

］

　

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
に
お
い
て
、
年
金
、
雇
用
保
険
、
医

療
保
険
の
手
続
き
、
生
活
保
護
や
福
祉

の
給
付
、
税
の
手
続
き
な
ど
、
法
律
に

定
め
ら
れ
た
事
務
に
限
っ
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

［
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

］

　

来
年
10
月
に
は
、
住
民
票
を
有
す
る

す
べ
て
の
方
に
、
12
桁
の
番
号
が
通
知

さ
れ
ま
す
。（
各
世
帯
に
個
人
番
号
通

知
カ
ー
ド
が
届
く
予
定
で
す
）

　

28
年
１
月
か
ら
、
申
請
の
あ
っ
た
方

に
個
人
番
号
カ
ー
ド（
顔
写
真
付
き
の

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、

行
政
機
関
等
に
お
い
て
個
人
番
号
の
利

用
が
始
ま
り
ま
す
。

　

個
人
番
号
を
使
っ
た
情
報
連
携
は
29

年
１
月
か
ら
、
ま
ず
国
の
機
関
同
士
で

始
ま
り
ま
す
。
市
役
所
な
ど
の
地
方
公

共
団
体
が
情
報
連
携
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
29
年
７
月
以
降
の
予
定
で
す
。 ［

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は
？

］

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
書

類
と
し
て
使
用
で
き
、
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ
な

ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
予
定
で
す
。

　

現
在
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
、
有
効
期
限
ま
で
そ
の
ま
ま

利
用
で
き
ま
す
が
、
28
年
１
月
以
降
に

個
人
番
号
カ
ー
ド
へ
切
り
替
え
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

カ
ー
ド
交
付
の
具
体
的
な
手
続
き
な

ど
、
番
号
制
度
の
新
た
な
情
報
に
つ
い

て
は
随
時
市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
総
務
課
行

政
係　

☎
６
３
―
１
１
１
１（
内
線

２
１
１
）

マイナンバー制度に関する最新情報は、内閣官房のホームページ「社会保障・税番号制度」
または、 マイナンバー公式twitter でご覧いただけます。

　マイナンバーのホームページ　　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html
　マイナンバー公式twitter　　　　https://twitter.com/MyNumber_PR/

◎ご不明な点はマイナンバーのコールセンターまで
　0 5 7 0 - 2 0 - 0 1 7 8 　【外国語窓口は0570-20-0291】  ※今年度は英語のみの対応です。

（イメージ）

社会保障・税番号制度
（マイナンバー制度）を
紹介します
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↑豊後絞り（浴衣／大正期）

文　化

『
絞
り
染
め〝
豊
後
〟に
出
会
う
旅
』展　
― 

安
藤
宏
子
・
失
わ
れ
た
日
本
の
美
を
求
め
て 

―  

開
催
中
！

「
豊
後
絞
り
」文
化
の
発
展
へ

　
〝
豊
後
〟か
ら
有
松
・
鳴
海（
愛
知

県
名
古
屋
市
）を
経
て
、
全
国
へ
広

が
っ
た
絞
り
染
め
は
、
庶
民
の
暮
ら

し
に
溶
け
込
み
、
４
０
０
年
の
歩
み

の
な
か
で
、
日
本
の
風
景
を
形
作
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

日
本
を
代
表
す
る
絞
り
染
め
作
家

の
安あ
ん

藤ど
う

宏ひ
ろ

子こ

さ
ん
は
、
50
年
の
長
き

に
亘
り「
絞
り
染
め
」の
研
究
・
技
法

の
習
得
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

生
活
形
態
の
変
容
や
技
術
の
革
新

に
よ
り
、
伝
統
が
急
速
に
失
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
現
代
、
国
内
の
あ
ら

ゆ
る
絞
り
染
め
の
技
法
を
習
得
し
研

究
を
続
け
て
き
た
安
藤
宏
子
さ
ん
の

「
手
」に
よ
っ
て
、
源
流
の
地
・
竹
田

に
て「
絞
り
染
め
」文
化
が
再
生
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
29
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
、

「『
絞
り
染
め〝
豊
後
〟に
出
会
う
旅
』

展 

―
安
藤
宏
子
・
失
わ
れ
た
日
本

の
美
を
求
め
て
―
」が
Ｔ
Ｓ
Ｇ
竹
田

総
合
学
院（
旧
竹
田
中
学
校
）で
好
評

開
催
中
で
す
。

　

「
竹
田
は
豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
、
紺

屋
も
多
く
存
在
し
自
家
製
の
木
綿
布

や
、
絞
り
染
め
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ

と
を
知
識
と
し
て
得
て
い
ま
し
た
が
、

実
物
資
料
が
ど
う
し
て
も
発
見
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
つ
い
に

竹
田
市
内
の
旧
家
で
木
綿
絞
り
の
夏

掛
け
布
団
、
浴
衣
と
そ
の
型
紙
、
更

に
大
変
貴
重
な
絞
り
染
め
の
下
絵
等

に
巡
り
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
竹
田
市
と
大
分
県
下
で

作
ら
れ
た
資
料
、
国
内
・
外
各
地
の

資
料
、
絞
り
染
め
に
関
す
る
布
と
こ

れ
ら
の
技
法
を
使
っ
て
制
作
し
た
私

の
作
品
な
ど
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
手
元
に
あ
る
こ
れ
ら
の
資

料
は
、
何
れ
も
絞
り
染
め
の
歴
史
を

た
ど
る
も
の
で
す
が
、
散
財
さ
せ
る

こ
と
な
く
故
郷
の
文
化
発
展
の
た
め

に
活
用
し
て
参
り
た
い
と
念
じ
て
い

ま
す
…
」（
安
藤
先
生
か
ら
寄
せ
て
い

た
だ
い
た「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」よ
り
）

　

安
藤
さ
ん
は
、
豊
後
絞
り
の
文
化

を
広
く
周
知
し
た
業
績
が
高
く
評
価

さ
れ
、
２
０
１
０
年
に
は
大
分
県
文

化
芸
術
功
労
賞
、
大
分
合
同
新
聞
社

賞
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
12
日
に
は
、
安
藤
さ
ん
が
主

宰
す
る「
豊
後
遊
草
会
」会
員
に
よ
る

絞
り
実
演
が
11
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

　

失
わ
れ
た「
日
本
の
美
」に
迫
る
16

日
間
。
竹
田
市
民
の
皆
様
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
企
画
情
報

課　

☎
６
３
―
４
８
０
１

↑藍染めの技法を指導する安藤先生〔写真右
から２番目〕（そうぞうの丘・平成２年２月
３日～５日）

↑高橋さん、平野さん、小河さん、が持ち寄っ
た作品（平成26年11月14日）

竹田で継承される「絞り染め」
「豊後絞り」の歴史と技法を理解し、豊後のふるさ
とである郷土にふさわしい文化のひとつとして育て
たい ―――。
　今から22年前、竹田市ふるさと創生「岡の里人材育
成事業」として、講師に安藤宏子先生を迎え、「藍絞
り染め講習会」がそうぞうの丘センターハウスで行わ
れ、絞り染めに関心のある市民20名が参加しました。
　当時の講習会参加がきっかけとなり、その後も「豊
後絞り」の技法を学んだ小河シズ子さん、高橋修子さ
ん、平野真智子さんの３名は同場所に集まり、懐か
しい思い出を語り合いました。
　今も大分市の「豊後遊草会」への参加を続けている
高橋さんは「デザインを考えることが楽しい。自分の
作品ができると嬉しいものです。多くの方に興味を
持ってもらえたらと思います」と語ってくれました。
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重
要
な「
冬
場
の
有
害
鳥

獣
対
策
」

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥

獣
か
ら
農
地
を
守
る
た
め
に
は
、
農

作
物
の
少
な
い
冬
場
の
有
害
鳥
獣
対

策
が
重
要
で
す
。
鳥
獣
対
策
の
有
名

な
先
生
の
言
葉
に「
シ
カ
が
１
万
頭

い
よ
う
が
２
万
頭
い
よ
う
が
、
冬
場

に
１
０
０
頭
分
の
エ
サ
し
か
な
け
れ

ば
そ
の
地
域
で
は
１
０
０
頭
し
か
生

き
て
い
け
な
い
」と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

　

自
然
条
件
下
で
は
、
野
生
動
物
は
、

餌
の
少
な
い
冬
場
に
頭
数
が
減
少
し

ま
す
。
し
か
し
、
本
来
餌
の
少
な
い

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
餌
を
与
え
て
い
る
場
合
が

あ
り
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
有

害
鳥
獣
が
こ
の
餌
を
食
べ
る
こ
と
で

栄
養
状
態
が
良
く
な
り
、
そ
れ
が
頭

数
の
維
持
や
出
産
率
の
向
上
等
に
つ

な
が
り
ま
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
与
え
て
い
る
餌
を
無
く
す
こ
と

で
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
稲
刈
り
後
に
再
生
す
る
ヒ
コ
バ
エ

は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
貴
重
な

餌
と
な
り
ま
す
。
電
気
柵
を
外
さ

ず
に
設
置
し
た
り
、
冬
季
耕
耘
す

る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

②
畑
に
作
付
し
た
野
菜
な
ど
の
収
穫

残
渣
や
野
菜
く
ず
な
ど
は
人
間
に

と
っ
て
は
ゴ
ミ
で
も
、
野
生
鳥
獣

に
と
っ
て
は
ご
ち
そ
う
で
す
。
地

面
に
埋
め
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

③
稲
刈
り
後
に
畦
畔
の
草
刈
を
行
う

と
、
雑
草
が
冬
枯
れ
せ
ず
に
青
草

と
な
り
野
生
鳥
獣
の
え
さ
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
冬
場
の
畦
畔

の
草
刈
は
極
力
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

「
狩
猟
者
」の
意
欲
向
上

捕
獲
対
策
が
強
化
！

　

竹
田
市
で
は
、
冬
季
の
有
害
鳥
獣

対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
猟
期
に
お

い
て
も
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制

度
」な
ど
を
活
用
し
て
狩
猟
免
許
を

取
得
す
る
方
が
増
え
て
き
て
お
り
、

全
国
的
に
狩
猟
者
の
減
少
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
中
、
竹
田
市
で
は
、
今

季
過
去
最
高
の
３
１
０
人
も
の
狩
猟

者
が
捕
獲
従
事
者
と
し
て
登
録
し
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
関
し
ま
し
て
は
、

農
政
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
農
政
課

　

☎
６
３
―
１
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

農　業

↑狩猟免許を取得した「地域おこし協力隊」の中下さ
んと、猟友会支部長の吉良さん

広
が
る
被
害
！
有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進
へ

大
切
な
農
作
物
を
守
る

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
は
、
竹
田
の
市
街
地
に
も
出
現
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
被

害
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
冬
場
の
対
策
を
し
っ
か
り
実
行
し
、
大
切
な
農
作
物
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

作業効率が向上した選果作業

新たな「人参洗浄選果機」が始動
地域の「ブランド野菜」確立に期待

　ニンジンの安定した栽培及び産地化を目指して、ＪＡおおいた
竹田事業部は「平成26年度次世代を担う園芸産地整備事業（園芸企
業者育成対策・規模拡大施設整備事業）」として、新たに「人参洗
浄選果機」を導入。11月４日、竣工・始動式が竹田育苗センター
で行われました。
　大分県農業協同組合竹田事業部の大塚和彦統括事業部長は「栽
培面積の拡大を大いに期待しています」、大分県農協竹田事業部
人参部会の後藤寛和部長は「安心・安全なニンジンを、多くの消
費者に届けることのできる供給基地としての役割と、生産農家の
意欲の向上にむけて努力します」と、挨拶を述べました。
　事業規模は、受益対象面積40㌶、生産者個数14戸、生産量
1000㌧。
　総事業費は3132万8100円（うち県費補助金〔１／６〕483万
4000円、うち市町村費〔１／６〕483万6000円、 事業主体〔２／３〕
2165万8100円）。新型選果機の処理面積は20㌶、目標生産量は、
600㌧です。
　これまで無選別で出荷されていた分を受け入れることで、人参
部会（現在16名）の販売額及び所得の向上、地域の「ブランド野菜」
確立に期待が込められています。
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今
回
の
選
挙
は
衆
議
院
に
お
け
る
私
た
ち

の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
機
会
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
声
を
国
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人
は
…

●
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
年
齢
満
20
歳
以
上
の
人（
平
成
６
年
12
月

15
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

②
竹
田
市
に
引
き
続
き
３
か
月
以
上
住
ん
で

い
る
人（
平
成
26
年
９
月
１
日
ま
で
に
転

入
を
届
出
た
人
）

③
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
転

出
の
届
出
を
し
て
も
、
他
の
市
町
村
に
登

録
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
竹
田
市
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
場
整
理
券
は
…

●
入
場
整
理
券
は
、
12
月
２
日
㈫
に
郵
送
の

予
定
で
す
。

●
投
票
日
当
日
に
投
票
さ
れ
る
人
は
、
入
場

整
理
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
で
な
け
れ

ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合
は
、
投
票

所
で
再
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
時
間
・
投
票
所
は
…

●
投
票
時
間
は
、
各
投
票
所
と
も
午
前
７
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

●
投
票
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
○
の
中
の
数
字
は
投
票
所
の
番
号
で
す
）

①
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

②
竹
田
市
岡
本
分
館
体
育
館

③
竹
田
市
明
治
分
館

④
竹
田
市
立
豊
岡
小
学
校
体
育
館

⑤
竹
田
市
城
原
地
区
館

⑥
竹
田
市
宮
城
分
館

⑦
竹
田
市
玉
来
分
館
体
育
館

⑧
竹
田
市
松
本
分
館

⑨
竹
田
市
菅
生
分
館

⑩
竹
田
市
入
田
分
館

⑪
竹
田
市
嫗
岳
分
館

⑫
竹
田
市
宮
砥
分
館

⑬
片
ヶ
瀬
集
会
所

⑭
竹
田
市
荻
公
民
館

⑮
竹
田
市
柏
原
公
民
館

⑯
竹
田
市
久
住
支
所
１
階
ホ
ー
ル

⑰
竹
田
市
白
丹
公
民
館

⑱
竹
田
市
都
野
公
民
館

⑲
竹
田
市
直
入
支
所
大
会
議
室

⑳
旧
下
竹
田
小
学
校
体
育
館

※
竹
田
地
区
の
方
は
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴

館
に
、
久
住
地
区
の
方
は
久
住
支
所
１
階

ホ
ー
ル
に
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

ご
注
意
願
い
ま
す
。

投
票
の
方
法
は
…

○
投
票
用
紙
は
、
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
、

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
、
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
の
３
種
類
で
す
。

〔
日 　

程
〕

　

公　
示　
日　

 

12
月
２
日
㈫

　

投
票
日
時　

 

12
月
14
日
㈰　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

　

開
票
日
時　

 

12
月
14
日
㈰　

午
後
８
時
～

　

開
票
場
所　

 

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

投票日は12月14日㈰

第47回衆議院議員総選挙
第23回最高裁判所裁判官国民審査

投じよう

  未来を拓く

    その一票



9 2014年12月発行

第47回衆議院議員総選挙・第23回最高裁判所裁判官国民審査

○
投
票
の
順
序
は
最
初
に
小
選
挙
区
選
出
議

員
選
挙
の
投
票
を
行
い
、
続
い
て
比
例
代

表
選
出
議
員
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

　

小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
は
候
補
者
の
氏

名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

　

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
は
政
党
等
の
名

称
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

　

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
、
辞
め

さ
せ
た
方
が
よ
い
裁
判
官
に
×
印
を
つ
け
て

投
票
し
ま
す
。
辞
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
裁
判

官
が
い
な
い
場
合
は
何
も
記
入
せ
ず
投
票
し

ま
す
。

期
日
前
投
票
は
…

○
投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、
レ

ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ
る
な

ど
一
定
の
事
由
に
よ
り
、
ど
う
し
て
も
投

票
所
に
行
け
な
い
人
は
、公
示
日
の
翌
日
か

ら
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
期
日

前
投
票
の
際
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

・
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
・
比
例
代
表

選
出
議
員
選
挙

　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室
で
は
12
月
３
日

㈬
か
ら
12
月
13
日
㈯
ま
で

※
荻
支
所
１
階
会
議
室
・
久
住
支
所
１
階

ホ
ー
ル
・
直
入
支
所
大
会
議
室
で
、
12
月

７
日
㈰
か
ら
12
月
13
日
㈯
ま
で

・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

※
各
投
票
所
で
12
月
７
日
㈰
か
ら
12
月
13
日

㈯
ま
で

・
各
投
票
所
の
投
票
時
間
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
８
時
で
す
。

・
期
日
前
投
票
は
、
期
間
内
ど
こ
の
投
票
所

で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

病
院
・
施
設
で
の
不
在
者
投
票
は
…

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
病
院
・
施
設
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
等
の
事

務
の
方
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
投
票
は
…

　

重
度
の
身
体
障
が
い
等（
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
両
下

肢
に
一
定
以
上
の
障
害
を
持
た
れ
て
い
る

人
や
、
介
護
保
険
の
要
介
護
５
の
人
等
）で
、

郵
便
等
投
票
証
明
書
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

に
限
っ
て
、
自
宅
で
記
載
し
、
郵
便
で
投
票

で
き
る
制
度
で
す
。

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
方
は
、

事
前
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
等
に
関
し
ご
不
明
な
点
は
、
竹
田
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

☎
６
３
―
１
１
１
１（
内
線
３
６
０
・
３
３
０
）

　

☎
６
３
―
４
８
１
４（
直
通
）　

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、政治家が選挙区内の人にお金や
物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。有権者が政治家に寄附を求める行為も禁止されています。
　また政治家は選挙区内の人に対して答礼のための自筆によるものを除き、年賀状・暑中見舞状のあいさ
つ状を出すことも禁止されています。
　お金のかからない選挙を実現するため、寄附禁止ルールを守りましょう。
●お問い合せ　竹田市選挙管理委員会事務局　☎63-4814
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知らせします
国・県からの交付金などにどのくらい
竹田市をチェックしてください。

決算
地方自治法第243条の３第1項、竹田市財政状況
の作成及び公表に関する条例第2条の規定に基づ
き、平成25年度の決算状況を公表します。

市民１人あたりの行政サービス
1人あたり1年間で890,503円が使われました。昨年度より132,571円の増。

1人あたりの市税負担は76,338円。昨年度より131円の減。
議会・総務費

163,294円
市議会や市役所の運営、
選挙、市税など

民生費
186,852円

高齢者、障がい者、 児童
福祉など

衛生費
47,422円

検診や予防接種、 ゴミや
し尿処理など

労働・商工費
20,308円

雇用対策、 商工業や観光
の振興など

農林水産業費
78,449円

農業や林業の振興など

地方税の内訳
税　目 市民１人あた

り の 負 担 額
市町村民税 29,916円
固定資産税 35,185円
軽自動車税 3,048円
市町村たばこ税 6,472円
入 湯 税 868円
都市計画税 849円
　合　計　 76,338円

土木・災害復旧費
190,578円

道路や河川、 住宅や公園
の整備など

消防費
45,522円

消防、 水防、 救助活動な
ど

教育費
55,362円

学校教育・文化・スポー
ツ振興など

公債費
293,294円

市の借金の返済など

健全化判断比率
いずれも早期健全化基準を下回り、

健全な財政状況となっています。
　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将
来負担比率を用いて地方公共団体の財政状況や経営状況を
把握します。このいずれかが一定基準以上となった場合に
は、財政健全化計画または財政再生化計画を策定し、財政
の早期健全化を図らなければなりません。
　竹田市の実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字額があ
りませんでした。実質公債費比率は6.2％、将来負担比率
は23.4％となっており、昨年度より改善しています（平成
24年度実質公債比率7.4％、将来負担比率40.5％）。
　引き続き計画的な地方債の発行や有利な地方債の活用に
より、財政基盤の強化に努めていきます。

基金と地方債
基金残高は  97億3,191万円
借金残高は177億5,180万円

　基金は、安定的な財政運営を行うため、特定の目的別に
積み立てられ、または、定額運用するために設けられた資
金及び財産です。平成25年度の残高は、財政調整基金36
億8,110万円、減債基金3億7,641万円、その他特定目的基
金55億221万円、定額運用基金1億7,219万円となってい
ます。
　また、資金調達のために負担する債務で一会計年度を超
えて行われるものを地方債（市債）といいます。地方債で整
備した道路や公共施設などは、市民の皆さんが将来にわた
り利用するものです。その返済は、利用する次の世代の方々
にも負担してもらうという考えに基づいています。
　平成25年度の地方債発行額は13億9,849万円で、主な
事業は道路改良事業、県営土地改良事業、消防庁舎建設事
業等がありました。

健全判断化比率 比　　率 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 － 13.15％
連 結 実 質 赤 字 比 率 － 18.15％
実 質 公 債 費 比 率   6.2％   25.0％

将 来 負 担 比 率 23.4％ 350.0％
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竹田市の財政状況をお知らせします

竹田市の財政状況をお
　 竹田市の平成25年度の決算がまとまりました。 税金 や
収 入があり、 どのように使われたのか、 みなさんの目で、

経常収支比率 平成24年度より4.4%改善

　人件費、扶助費、公債費などの経常経費に、地方税や地
方交付税等の経常一般財源がどの程度投入されたかを見る
指標で、この比率が低いほど普通建設事業費などの臨時経
費に充当できる一般財源があり、財政構造が弾力性に富ん
でいることになります。
　平成24年度の91.8％から平成25年度は87.4％と、4.4%
改善しましたが依然として高い水準となっています。

財政力 国への依存度が高い

　基準財政収入額（標準的な財政収入）を基準財政需要額
（標準的な財政需要）で割って得た数値の過去3年間の平均
値を財政力指数といい、地方公共団体の財政力を示す数値
です。
　この値が高いほど財政力が強いということになります
が、竹田市は0.236 で、今後も収納率の向上や企業誘致な
ど財政基盤の強化が求められます。

一般会計の歳入と歳出 歳入 223億9,537万円、うち自主財源は 　44億7,057万円。
歳出 214億3,797万円、うち義務的経費に 83億8,591万円。

○地方交付税：国内一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されたお金
○地方譲与税：国税として徴収された後、地方自治体の財源として譲与される租税
○国庫・県支出金：特定の目的のために県や国から交付されたお金

○地方債：市民のための施設や道路の建設工事や災害復旧事業にあてるための借入金
○繰越金：前年度の会計から持ち越されたお金
○繰入金：各種基金などから繰り入れるお金

歳入 歳出　平成25年度の一般会
計の歳入は、223億9,537
万円でした。
　内訳は国・県の補助
金等を頼りにした依存
財 源 が179億2,480万 円
で80％、市の自主財源
のうち地方税（市税）は
18億3,776万円で、歳入
全体の約8％ほどです。

　平成25年度の一般会計
の歳出は、214億3,797万
円でした。性質的に見る
と、義務的経費（人件費・
扶助費・公債費）が83億
8,591万円で全体の39％、
そのうち借金返済のため
の 公 債 費 が24億7,227万
円です。投資的経費（普通
建設事業費・災害復旧事
業費）が60億6,593万円で
28％、その他の経費（物件
費等）が69億8,613万円で
33％となっています。

経常収支比率 財政力
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財産 土地・建物は増加

　被災者が暮らす「小規模住宅建設」に伴う
土地の購入などの理由により、土地は9,920
㎡増加しました。

目的税 入湯税と都市計画税の使いみち

　市税のうち都市計画税と入湯税は、特定の財政需要をまかなうために課税
される目的税です。
　都市計画税は、竹田市においては都市計画区域のある竹田地域の一部が対
象となります。
　平成25年度の都市計画税徴収額は2,044万円で、竹田玉来線街路事業負担
金と当事業等に係る地方債の償還金に充てています。
　入湯税は、竹田市では条例により日帰り客への課税を免除していますので、
宿泊入湯客が課税の対象となります。
　平成25年度の入湯税徴収額は2,091万円で、観光振興としてパンフレット
制作、観光案内板の作成、観光誘致対策事業等の費用に充てています。

特別会計

水道事業会計決算状況 １戸あたりの月額水道料金　3,978円（消費税抜）

　今回は平成25年度の決算状況をお知らせしました。平成24年７月の豪雨災害からの復旧・復興を最優先に、安全・安心・豊か
な暮らしのための予算配分に努めてきました。また、これまで取り組んできた対話行政をさらに推進し、城下町再生プロジェク
トや、農林畜産業・観光業などの地場産業の育成にも可能な限り対応していきます。
　今後の検討課題としては、年々増加傾向にある老朽化した公共施設等の維持管理費対策として、公共施設等の調査等を行い今
後の公共施設等のあり方を示す「公共施設等総管理計画」の策定に取り組んでいく予定です。
　事務事業の見直しや組織・機構の見直し、定員管理計画に基づく人件費等の経常経費の削減に努め、中・長期的な戦略を立て、
将来を見据えた行財政運営を行っていく予定です。
　市民の皆様には今後も、広報誌やホームページ、ケーブルテレビなどを通して市の財政状況等をお知らせしていきます。
◎予算執行状況のお知らせについて

　予算の執行状況については、これまで上半期と下半期の年２回、広報たけたに掲載していましたが、今後のお知らせにつき
ましては、ホームページでお知らせいたします。

今後の財政運営について ･･････

財産の種類 財産状況
土　地 36,410,537㎡
　うち山林 14,267,976㎡
建　物 238,995㎡
立　木 374,561㎥
車　両 203 台

会　　計　　名 歳入額 歳出額 差　引 会　　計　　名 歳入額 歳出額 差　引
竹田市立こども診療所特別会計 9,784万円 7,740万円 2,044万円 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億4,109万円 2億4,084万円 25万円
長湯温泉療養文化館特別会計 4,995万円 4,614万円 381万円 農業集落排水事業特別会計 1億832万円 1億814万円 18万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 38億2,256万円 37億8,576万円 3,680万円 浄化槽整備推進事業特別会計 1億7,842万円 1億7,822万円 20万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億7,038万円 3億6,947万円 91万円 国民宿舎久住高原荘事業特別会計 3億955万円 3億955万円 0万円
介 護 保 険 特 別 会 計 34億1,646万円 33億4,460万円 7,186万円 国民宿舎直入荘事業特別会計 7,246万円 6,695万円 551万円

　収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応する費用の収支をいいます。主な収入
は水道料金で、支出は総係費、配水及び給水費等です。
　資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要する収支をいいます。主な収入は工事
負担金で、支出は建設改良費や企業債の償還金等です。不足額は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額（300万円）、当
年度分損益勘定留保資金（2,087万円）、減債積立金（1,503万円）、建設改良積立金（100万円）、過年度損益勘定留保資金（2,674
万円）で補填しました。

収益的収入及び支出
収入額 支出額 差　引

1億8,372万円 1億6,611万円 1,761万円

企業債残高
財 務 省 九 州 財 務 局 3億1,067万円
地方公共団体金融機構 2,494万円

計 3億3,561万円

固定資産の現在高
有形固定資産 15億2,321万円
無形固定資産 8万円

基本的収入及び支出
収入額 支出額 差　引

1億5,052万円 2億1,716万円 △6,664万円

業務量
事　　項 平成25年度

年 度 末 給 水 人 口 7,104人
年 度 末 給 水 戸 数 3,347戸
年 間 配 水 量 1,350,253㎥
１ 日 平 均 配 水 量 3,699㎥
有 収 率 68,38％
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健康一直線

子
ど
も
は
家
庭
だ
け
で
な
く
、

幼
稚
園
、
学
校
で
成
長
し
て
い
く

　

私
は
、
竹
田
市
の
保
健
師
さ
ん
と
、

学
校
や
幼
稚
園
を
訪
問
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
保
育
士
さ
ん
や
学
校
の

先
生
の
、
気
付
き
や
相
談
ご
と
を
う

か
が
い
、
医
者
と
し
て
の
意
見
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
。

　

と
あ
る
小
学
校
を
訪
問
し
た
と
き

に
、
気
に
な
る
子
が
い
ま
し
た
。
授

業
中
、
ず
っ
と
中
庭
で
一
人
遊
び
し

て
い
た
の
で
す
。
そ
の
子
は
授
業
に

で
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

給
食
の
時
間
に
な
る
と
教
室
に
戻
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

翌
年
、
同
じ
小
学
校
を
訪
問
し
た

と
き
、
私
は
最
初
に
中
庭
を
見
て
み

ま
し
た
が
、
そ
の
子
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。「
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
？
」と
考
え
な
が
ら
、
授
業
風
景

を
見
に
行
く
と
、
そ
の
子
が
机
に

座
っ
て
い
る
で
は
な
い
で
す
か
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
わ
そ
わ
し
て
、
授
業
を

聞
い
て
い
る
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
聞

い
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
の
姿
を
微
笑
ま
し
く
思
い

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
翌
年
、
同
じ
小
学
校
で
、

そ
の
子
が
同
級
生
に
交
じ
っ
て
、
順

番
を
守
り
な
が
ら
体
育
の
授
業
を
受

け
て
い
る
の
を
み
た
と
き
に
…
「
子

ど
も
た
ち
は
家
庭
だ
け
で
な
く
、
幼

稚
園
や
学
校
で
成
長
し
て
い
る
の

だ
」と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

学
校
の
先
生
や
、
保
育
士
さ
ん
、

さ
ら
に
は
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
健

診
な
ど
で
接
し
て
い
る
保
健
師
さ

ん
の
気
付
き
、
子
ど
も
が
成
長
す
る

た
め
の
声
掛
け
や
う
な
が
し
は「
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
技
術
」で
す
。

む
し
ろ
、
そ
こ
か
ら
促
さ
れ
て
、
私

た
ち
医
者
の
も
と
を
受
診
さ
れ
た
子

ど
も
た
ち
を
、
ほ
ん
の
数
分
の
診
察

で
診
断
す
る
方
が
、
見
落
と
す
危
険

が
あ
る
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
だ
け
で
な
く
、
そ
ん
な
方
々
に
囲

ま
れ
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
に
、
今

ま
で
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
自
分
が

恥
ず
か
し
く
な
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小

児
科
分
野　

是
松
聖
悟
．）

第５回

　

し
ら
ゆ
り
会
員
を
中
心
に
、
食
と

農
を
考
え
る
会
の
33
名
の
メ
ン
バ
ー

で
、今
年
も
10
月
26
日
の
敬
老
福
祉
・

食
彩
ま
つ
り
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

60
品
目
の
家
庭
料
理
と
、
と
り

め
し
・
ぜ
ん
ざ
い
・
出
会
い
鍋
等

３
０
０
人
分
は
、
前
日
か
ら
会
員
同

士
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
準
備
を
し

て
、
宮
城
地
区
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
臨

み
ま
す
。

　

出
会
い
鍋
は
、
人
と
の
出
会
い
・

野
菜
と
の
出
会
い
・
出
会
い
温
泉
か

ら
生
ま
れ
た
、
宮
城
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

料
理
。
会
員
が
試
食
を
重
ね
て
完
成

し
た
味
で
す
。

　

当
日
朝
、
会
場
に
は
田
舎
料
理
か

ら
お
や
つ
ま
で
彩
り
豊
か
に
並
べ
ら

れ
、
こ
れ
ぞ
食
彩
ま
つ
り
。
地
区

で
活
躍
さ
れ
た
敬
老
者
の
方
々
を
手

づ
く
り
料
理
で
も
て
な
し
、
お
祝
い

し
ま
す
。
宮
城
台
小
学
校
の
児
童
も
、

自
分
た
ち
で
育
て
た
も
ち
米
を
使
っ

て
お
も
ち
を
作
り
、
敬
老
者
の
方
々

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
学
校
と
地
域
、
そ
し
て
世
代
間

を
結
ぶ
食
文
化
の
伝
達
の
場
と
し
て

宮
城
の
地
に
根
付
い
て
い
ま
す
。

　

何
よ
り
嬉
し
い
こ
と
は
、
こ
の
ま

つ
り
を
裏
方
で
支
え
て
く
れ
る
会
員

が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
す
。

　
「
料
理
の
盛
り
付
け
も
プ
ロ
並
み
、

味
も
よ
し
！
」、
敬
老
者
の
方
々
か

ら
「
お
い
し
か
っ
た
よ
」、「
大
変
だ
っ

た
ね
」
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
笑
顔

で
会
場
を
後
に
す
る
姿
。
秋
の
一
日

が
終
わ
り
ま
す
。

　

食
を
通
じ
て
地
域
が
元
気
・
み
ん

な
が
笑
顔
の
宮
城
の
里
。
今
も
分
館

の
調
理
室
で
は
し
ら
ゆ
り
会
員
が

知
恵
を
出
し
、
安
心
・
安
全
な
地
元

の
食
材
で
新
し
い
料
理
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
広
げ
て
い
ま
す
。
料
理
教
室

は
参
加
者
が
多
く
て
調
理
室
は
い
つ

も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
も
地
域
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

食育活動レポート
食と農を考える会

↑地域が元気になる「食彩まつり」

◆手づくりこんにゃく

《作り方》　
①炭酸ナトリウムを熱湯でよく溶かす。
②こんにゃく芋は皮をむき、柔らかくゆがく。
③ミキサーで水を加えて砕く。
④こんにゃく液を手でよく混ぜる。
⑤あく水を加えてまとまるまで混ぜ、型に流す。
⑥１時間くらい置いた後、30分くらいかけてゆっくりゆがく。
　その液のまま保存する。

宮城地区にはこんにゃくを手づくりする人が多いのです。
手づくりすると本当においしいです。皆さんも作ってみて
ください。

『
我
が
家
の
健
康
は
台
所
か
ら
』

〈材料〉　
　こんにゃく芋……200ｇ
　水…………………600cc
　あく水……………50cc

　（炭酸ナトリウム
  　大さじ１＋熱湯200cc）
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竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるのは、
偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪れ、
竹田高校で講演した川端との縁は、
まさに目には見えない力だけれど、
神の配剤としか思えない。

　

別
府
市
に
住
み
な
が
ら
、
全
国
区
の
活
躍
を
続
け
て
い
る
カ

メ
ラ
マ
ン
が
い
る
。
30
年
来
の
友
人
で
あ
る
藤
田
洋
三
氏
で
あ

る
。

　

藤
田
氏
は
別
府
の
浜
脇
温
泉
の
歴
史
は
も
ち
ろ
ん
、
大
分
県

下
の
鏝
絵
の
記
録
や
建
造
物
な
ど
、
歴
史
文
化
の
掘
り
起
こ
し

と
保
存
に
も
並
々
な
ら
ぬ
功
績
を
残
し
て
き
た
。

　

そ
の
藤
田
氏
か
ら
、「
竹
田
市
は
古
田
織
部
の
こ
と
を
世
に

伝
え
る
使
命
が
あ
る
」と
耳
に
タ
コ
が
で
き
る
く
ら
い
に
言
い

聞
か
さ
れ
て
き
た
。

　

古
田
織
部
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

人
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
敢
え
て
こ
の
紙
面
を
借
り
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

織
部
は
天
文
13
年（
１
５
４
４
）岐
阜
・
本
巣
の
生
ま
れ
と
さ

れ
る
。
武
将
で
あ
り
、
ま
た
茶
人
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
織

田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
そ
し
て
徳
川
家
康
に
仕
え
た
。
茶
人
と

し
て
は
、
か
の
千
利
休
と
並
び
称
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、

関
ケ
原
の
戦
い
か
ら
15
年
後
の
元
和
元
年（
１
６
１
５
）、
切
腹

に
よ
り
70
歳
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。

　

織
部
に
切
腹
を
命
じ
た
の
は
徳
川
家
康
で
あ
っ
た
が
、
間
を

置
く
こ
と
な
く
子
供
た
ち
も
織
部
の
後
を
追
っ
た
。
こ
こ
で
、

古
田
の
血
脈
は
途
絶
え
た
と
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
は
織

部
の
奥
方
は
中
川
清
秀
公
の
妹
セ
ン
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
中
川
家
が
播
州
三
木
か
ら
岡
藩
に
移
封
さ
れ
た
時
、
古
田

の
血
を
継
い
だ
家
老
が
と
も
に
岡
に
入
り
、
織
部
の
正
系
が
途

絶
え
た
後
も
そ
の
血
は
岡
で
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
前
述
の
藤
田
氏
か
ら
は
、
織
部
流
の
茶
道
が
岡
藩
に

伝
え
ら
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
途
切
れ
た
後
も
福
岡
な
ど
で
そ
の

流
儀
は
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

　

同
時
に
藤
田
氏
か
ら
は
、
織
部
の
茶
碗
が
焼
か
れ
て
い
た
直

方
市
の
陶
芸
研
究
家
で
あ
る
小
山
亘
さ
ん
、
さ
ら
に
は
京
都
・

鷹
ヶ
峰
に
開
設
さ
れ
た
古
田
織
部
美
術
館
の
宮
下
玄
覇
館
長
を

も
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
今
回
、
ま
さ
に
導
か
れ
る
よ
う
に

し
て
鷹
ヶ
峰
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
私
に
と
っ
て
、鷹
ヶ

峰
は
以
前
か
ら
憧
れ
の
土
地
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
か
の
本
阿
弥

光
悦
の
居
城
が
あ
っ
た
所
だ
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
土
地
に

古
田
織
部
美
術
館
が
建
て
ら
れ
、
先
方
の
ご
厚
意
に
よ
り
同
行

者
に
古
田
家
の
血
を
受
け
継
ぐ
市
職
員
の
古
田
卓
君
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。

　

美
術
館
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
、
織

部
流
の
茶
道
を
い
ま
に
引
き
継
ぐ
宮
下
館
長
の
お
点
前
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
幸
運
を
喜
び
た
い
。
床
の
間
に
掛
け
ら
れ

て
い
た
お
軸
は
、
何
と
千
利
休
の
直
筆
も
の
、
さ
ら
に
茶
杓
も

織
部
の
自
作
。
こ
れ
だ
け
で
も
神
が
か
り
的
な
空
間
な
の
に
、

宮
下
館
長
か
ら
お
見
せ
い
た
だ
い
た
箱
書
き
か
ら
は
、「
利
休

の
お
軸
も
、
織
部
の
茶
杓
も
豊
後
岡
藩
・
古
田
家
に
伝
わ
っ
て

い
た
も
の
」で
あ
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

思
わ
ず
、
そ
ば
に
い
た
古
田
君
に
さ
さ
や
い
た
。「
こ
れ
ら

の
品
々
は
、
元
を
た
ど
れ
ば
竹
田
の
家
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
よ
ね
」。
記
念
に
撮
っ
た
写
真
を
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
が
、
そ
の
茶
室
に
は
何
か
の
存
在
を
知
ら
せ
よ
う
と
し
て

か
、
オ
ー
ブ（
淡
い
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
よ
う
な
モ
ノ
）が
浮
遊
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
遠
い
時
空
を
超
え
て
、
古
田
家
の
血
と
、
そ

し
て
岡
藩
の
住
人
が
そ
ば
に
あ
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
た
だ
い
た

と
思
い
た
い
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
の
旅
は
岐
阜
県
の
本
巣
へ
と
続
く
。
嚶
鳴

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ご
縁
で
結
ば
れ
た
東
海
市
の
鈴
木
淳
雄
市
長
か

ら
提
案
さ
れ
、
樹
齢
１
５
０
０
年
と
さ
れ
る
本
巣
の
淡
墨
桜
の

苗
が
竹
田
市
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
お
礼
の
表
敬
訪
問

で
あ
る
。

　

作
家
の
宇
野
千
代
さ
ん
の
小
説
で
全
国
的
な
注
目
を
集
め
る

淡
墨
桜
を
間
近
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ご
案
内
い
た
だ
い

た
藤
原
勉
市
長
さ
ん
の
お
話
に
、
私
は
鳥
肌
が
立
っ
た
。
何
と

本
巣
は
古
田
織
部
の
生
誕
地
な
の
で
あ
っ
た
。

　

古
田
織
部
と
岡
藩
の
奇
縁
が
、
こ
の
淡
墨
桜
に
よ
っ
て
奇
跡

的
な
歴
史
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
…
…
。

古
田
織
部
の
血
は
岡
藩
で
受
け
継
が
れ
た

没
後
四
百
年
を
迎
え
る
茶
人
・
武
人

九
州
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
促
進
協
議
会

第
２
回
提
案
・
要
望

　

11
月
５
、６
日
の
両
日
、
国
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
の
実
施
地
区
及
び
完
了

地
区
の
九
州
６
県
32
団
体
で
組
織
す
る
、

九
州
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
促
進
協

議
会
は
、
会
長
の
首
藤
市
長
を
団
長
と

し
て
、
国
会
議
員
・
農
林
水
産
省
を
は

じ
め
、
関
係
省
庁
へ
の
提
案
・
要
望
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
中
川
郁
子
大
臣
政
務
官
、

江
藤
拓
農
林
水
産
委
員
長
、
九
州
選
出

国
会
議
員
、
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局

小
林
祐
一
次
長
と
の
面
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

提
案
・
要
望
内
容
は
、「
予
算
の
確

保
」や「
事
業
採
択
要
件
の
緩
和
」、「
農

事
用
電
力
料
の
軽
減
」、
ま
た
、
農
業

集
落
に
お
け
る
混
住
化
の
進
展
に
伴
い
、

農
業
水
利
施
設
の
公
共
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら「
地
方

財
政
措
置
の
充
実
を
図
る
」等
で
す
。

↑提案・要望する首藤会長
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九
州
初 「
ウ
ェ
イ
ク
ケ
ー
ブ
ル

パ
ー
ク
」進
出
が
決
定
！

　

11
月
24
日
、
本
市
と
一
般
社
団
法
人
日
本

ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
協
会
は
、
農
業
用
水
と
し

て
貯
水
さ
れ
て
い
る「
長
湯
ダ
ム
湖
」（
直
入

町
長
湯
）に
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
用
の
ケ
ー
ブ

ル
施
設
を
設
置
す
る
、「
長
湯
ケ
ー
ブ
ル
パ
ー

ク
進
出
協
定
」調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
上
ス
ポ
ー
ツ「
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
」の
国

内
愛
好
者
は
現
在
約
87
万
人
。
世
界
で
は

約
３
０
０
０
万
人
と
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
る
程
の
人
気
で
、
日
本
で
は

２
０
０
０
年
代
に
水
上
ス
キ
ー
を
凌
ぐ
競
技

人
口
と
な
り
ま
し
た
。

　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
等
に
ハ
ン
ド
ル
の
付
い

た
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
航
行
。
そ
れ
を
ボ
ー

ト
の
後
部
で
握
っ
た
競
技
者
は
、
板
状
の
滑

走
具
に
乗
り
曳
航
さ
れ
な
が
ら
水
面
を
滑
る

こ
と
か
ら
、「
水
上
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
長
湯
ダ
ム
湖
に
登
場
す
る
施
設
は
、

ワ
イ
ヤ
ー
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
１
周
約
５
０
０

㍍
の
長
方
形
型
の
コ
ー
ス
。
従
来
の
エ
ン
ジ

ン
ボ
ー
ト
を
仕
様
し
な
い
電
動
式
。
支
柱
が

ワ
イ
ヤ
ー
を
支
え
、
モ
ー
タ
ー
の
力
で
最
高

時
速
35
㌔
で
周
回
し
ま
す
。
競
技
者
は
ワ
イ

ヤ
ー
に
つ
な
が
れ
た
ロ
ー
プ
を
握
り
、
水
上

の
滑
走
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
は
ゼ
ロ
、
騒
音
の
心
配
も
不

要
。
水
面
を
滑
走
す
る
事
に
よ
る
水
中
ば
っ

気
に
よ
り
、
水
質
向
上
作
用
も
あ
り
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
日
本
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
協

会
の
薄
田
克
彦
会
長
が「
い
ろ
い
ろ
な
候
補

地
の
中
で
、
湖
の
大
き
さ
や
水
面
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
優
れ
た
環

境
か
ら
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
世

界
に
誇
れ
る
最
高
の
ケ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
に
し

た
い
」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

施
設
は
来
春
オ
ー
プ
ン
の
予
定
。
長
湯
ダ

ム
で
事
業
の
展
開
が
進
め
ば
、
雇
用
の
創
出
、

若
者
の
移
住
定
住
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
等
、
地
域
振
興
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

〔
今
月
の
表
紙
〕

陽
は
ま
た
の
ぼ
る
が
日
本
一
！ 

「
居
酒
屋
甲
子
園
」で
初
出
場
Ｖ

　

11
月
11
日
、「
第
９
回
全
国
大
会
」が
横
浜
市
・

横
浜
パ
シ
フ
ィ
コ
で
開
催
さ
れ
、 

九
州
第
１
区
か

ら
勝
ち
上
が
っ
た「
感
動
の
も
つ
鍋
処　

陽
は
ま

た
の
ぼ
る
府
内
店
」 （
氏
田
善
宣
代
表〔
竹
田
市
三

宅
出
身
〕)

が
初
出
場
、
初
優
勝
の
快
挙
を
達
成
し

ま
し
た
。 

　

表
彰
式
で
は
、
花
苑
泰
樹
店
長（
竹
田
市
出
身
）

が「
大
分
か
ら
、
僕
た
ち
の
こ
と
を
ず
っ
と
応
援

し
て
く
れ
た
多
く
の
皆
様
の
お
陰
で
日
本
一
を
獲

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
！
」

と
喜
び
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
苑
店
長
は「
志
と
成
果
を
残
せ
る
店

長
」と
し
て
、
Ｓ
Ｓ
ク
ラ
ス
店
長（
６
名
）と
し
て

の
認
定
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
に
竹
田
の
ま
ち
で
育
っ
た
同
級
生
９
人
と
、

竹
田
を
愛
す
る
仲
間
の
思
い
、
応
援
し
て
く
だ
さ

る
地
域
の
方
の
感
謝
と
、
両
親
へ
の
感
謝
、
そ
の

地
域
へ
の
誇
り
を
力
強
く
発
表
す
る
彼
ら
の
姿

は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
登
場

長
湯
ダ
ム
湖
で
エ
コ
ス
ポ
ー
ツ

↑進出協定を結んだ首藤市長と、日本ウェイクボード協
会の薄田克彦会長、立会人の日本ウェイクボード協会
名誉顧問の中村泰二郎さん　（竹田市本庁舎）

↑優勝決定の瞬間、ステージ上で喜びに湧く「陽はま
たのぼる」のみなさん
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「長湯ケーブルパーク」イメージ図（長湯ダム）
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まちの話題
T O W N  T O P I C S

竹
田
南
部
中
男
子
駅
伝
部

　

11
月
11
日
、
大
分
市
の
大
分
銀
行

ド
ー
ム
周
辺
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

た「
第
62
回
大
分
県
中
学
校
駅
伝
競

走
大
会
」に
お
い
て
、
竹
田
南
部
中

学
校
男
子
駅
伝
部
が
見
事
２
位
に
入

賞
。
11
月
29
日
に
鹿
児
島
県
指
宿
市

で
行
わ
れ
る
第
35
回
九
州
中
学
校
駅

伝
競
走
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

衞
藤
遼
主
将
は
、「
こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
地

域
の
方
や
先
生
、
仲
間
に
感
謝
し
な

が
ら
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
走
り
た

い
」と
九
州
大
会
に
向
け
て
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
、「
平
成
26
年
度
全
国

食
生
活
改
善
大
会
・
第
45
回
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
大
会
」が
福
井
県

福
井
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

（
足
達
雪
美
会
長
）は
、
食
生
活
改
善

に
よ
る
健
康
づ
く
り
活
動
を
実
践
し
、

他
の
模
範
と
な
る
団
体
及
び
個
人
に

贈
ら
れ
る
、
一
般
財
団
法
人
日
本
食

生
活
協
会「
南
・
賀
屋
賞
」を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

同
会
は「
自
分
た
ち
の
健
康
を
守

る
た
め
に
は
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

か
ら
」と
の
思
い
で
、
昭
和
49
年
に

結
成
。
以
降
、
次
々
と
協
議
会
が
増

加
。
後
に
、
竹
田
市
協
議
会
に
統
合

さ
れ
た
後
は
、
４
支
部
17
地
区
と
の

連
携
を
深
め
、
地
域
の
状
況
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
な
が
ら
、
独
自
の
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
青
壮
年
期
か
ら
高
齢
期
に
向
け

て
の
生
活
習
慣
病
へ
の
取
り
組
み
」、

「
子
ど
も
へ
の
食
育
、
食
文
化
を
伝

え
る
活
動
」、「
災
害
時
の
炊
き
出
し

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、「
若
い
会
員
の

養
成
及
び
活
動
し
や
す
い
環
境
へ
の

配
慮
」、「
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

会
員
同
士
に
よ
る
話
し
合
い
を
も
つ

な
ど
の
工
夫
」等
々
が
認
め
ら
れ
て
、

今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

足
達
会
長
は「
先
輩
方
が
40
年
間

引
き
継
い
で
き
た
結
果
が
、
こ
の
素

晴
ら
し
い
賞
に
繋
が
り
ま
し
た
。
私

は
こ
の
場
に
立
ち
会
わ
せ
て
頂
け
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

さ
ら
に
積
極
的
に
地
域
の
中
に
入
っ

て
、
健
康
づ
く
り
活
動
を
実
践
し
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

竹田市食生活改善推進協議会

竹田南高校の亀田さんが
全国弁論大会出場

「南
みなみ

・賀
か

屋
や

賞
しょう

」を受賞
日本食生活協会

原は
ら

田だ

遼り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん

（
三
重
総
合
高
）

　

大
分
県
立
三
重
総
合
高
等
学
校

２
年
の
原
田
遼
太
郎
さ
ん（
都
野
中

出
身
）が「
平
成
26
年
大
分
県
高
等
学

校
新
人
柔
道
競
技
大
会
」（
男
子
90
㎏

級
）で
初
優
勝
。
11
月
29
日
、
鹿
児

島
市
で
開
催
さ
れ
る「
九
州
高
等
学

校
新
人
柔
道
大
会
」に
出
場
し
ま
す
。

　

原
田
選
手
は「
県
代
表
と
し
て
、

ベ
ス
ト
４
を
目
指
す
。
得
意
の
内

股
で
勝
ち
た
い
！
」と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

↑「私達の地区組織活動」と題して、事例発
表をする足達雪美会長

↑活躍を誓う竹田南部中駅伝部のみなさん

↑闘志を燃やす原田選手

　「第64回大分県高等学校中央弁論大会」
で優秀賞を獲得し、11月14日に久留米市
で開催された「九州高等学校弁論大会」に
出場した竹田南高校３年の亀

かめ

田
だ

凌
りょうが

雅さん。
タイトルは『開き直りの魔法』。
　「自動ブレーキ型」の傾向にある新社会人
について、心理学の「自己肯定感」の見地
から導き出した答えを自身の経験に重ね
合わせ、「自信のなさを受け入れ、開き直
れば自分を変えられる」という考え方を論
文にしたものです。
　12月５日、中津市で開催される「第53
回福澤諭吉記念全国高等学校弁論大会」に
出場します。
　亀田さんは「大阪から母親と祖母が応援
に来てくれます。家族や先生方への感謝
を込めて、弁論の集大成として頑張りた
い」と語ってくれました。

九
州
大
会
に
挑
む！
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野
焼
き
陶
芸
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

伝
統
の「
技
」を
学
ぶ

　

Ｔ
Ｓ
Ｇ「
竹
田
総
合
学
院
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
伝
統
の「
技
」周
知
事
業

と
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
と

暮
ら
し
の
中
に
息
づ
く
伝
統
文
化
に

つ
い
て
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
、「
野

焼
き
陶
芸
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

が
11
月
15
日
、
竹
田
総
合
学
院
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
に
器
づ
く
り
を
体
験
し

た
参
加
者
た
ち
は
、
今
回
Ｔ
Ｓ
Ｇ
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
掘
ら
れ
た
窯
に
、
各

自
の
作
品
の「
火
入
れ
」作
業
を
体
験
。

乾
燥
し
た
作
品
は「
野
焼
き
」で
、
約

８
時
間
か
け
て
焚
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。　

　

翌
日「
釜
出
し
」作
業
が
行
わ
れ
、

個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
群
が
完
成
。
参

加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
自
信
作
を
嬉

し
そ
う
に
手
に
取
っ
て
い
ま
し
た
。

↑芝歩道を歩く参加者のみなさん

　11月24日、ＮＰＯ法人タイガーマスク基
金代表理事の安藤哲也さんを講師に迎え、「父
親を楽しもう ～笑っている父親が社会を変
える～」をテーマにした講演会が、竹田市総
合社会福祉センターで開催されました。
　仕事中心の生活のなかで「家族と向きあえ
ば、幸せになれることに気づいた」という安
藤さん。ご自身の子育て体験を交えながら
ファザーリング （父親であることを楽しむ生
き方）の魅力を語ってくれました。

　

普
通
切
手
12
種
類
の
デ
ザ
イ
ン

が
刷
新
さ
れ
、
竹
田
市
出
身
の
南

画
家
・
田
能
村
竹
田
の
作
品 

「
富
士

図
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
・
大
分
市

美
術
館
収
蔵
）が
１
０
０
０
円
切
手

に
な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
切

手
の
発
売
は
、
来
年
２
月
２
日
で
す
。

　

実
は
、
こ
の「
富
士
図
」が
竹
田
の

城
下
町
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！ 

　

多
く
の
市
民
や
観
光
客
の
み
な
さ

ん
に
向
け
て
、
竹
田
先
生
の
作
品
に

も
っ
と
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
田
能
村
竹
田
顕
彰
会（
高
山
曻

次
郎
理
事
長
）は
、
画
碑
を「
ま
ち
か

ど
南
画
館
」と
し
て
、
竹
田
の
城
下

町
の
町
角
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
富
士
図
」は
昨
年
12
月
、
市
内
府

内
町
に
完
成
。
今
年
３
月
10
日
に
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
顕
彰
会
会
員
は「
切
手
に
な

る
こ
と
は
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
竹
楽
の
時
に
、
画
碑
も
み
て

ほ
し
い
で
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

ま
る
で
浮
世
絵
の
よ
う
な
美
し
い

富
士
山
画
碑
は
、
竹
田
市
府
内
町

（「
村
田
薬
品
」様
の
前
）に
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

　

11
月
16
日
、
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
公
園

線
の
開
通
を
記
念
し
、
久
住
町
の
沢

水
キ
ャ
ン
プ
場
を
発
着
点
と
し
た

「
天
空
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
ｉ
ｎ
久
住
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

１
５
３
人
の
参
加
者
は
、
雄
大
な

く
じ
ゅ
う
連
山
を
眺
め
な
が
ら
、
県

内
初
の「
芝
歩
道
」を
歩
き
ま
し
た
。

語
り
継
ぎ
た
い「
故
郷
の
言
葉
」

　

10
月
19
日
、
市
民
提
案
型
地
域
活

力
創
造
事
業
と
し
て
採
用
さ
れ
た

「
映
像
と
方
言
に
よ
る
歴
史
の
伝
承
」

の
一
環
と
し
て
、
荻
町
史
談
会
主
催

「
奥
豊
後
方
言
の
集
い
～
郷ふ
る
さ
と土
に
い

き
づ
く
暮
ら
し
と
方こ
と
ば言
」が
荻
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

緑
ヶ
丘
中
学
校
の
佐
藤
美
登
里
先

生
に
よ
る
民
話
の
読
み
聞
か
せ
で
は
、

鴫
田
村
に
伝
わ
る「
九
郎
太
郎
ど
ん
」

と
恵
良
原
村
の「
石こ
く
ぬ
き抜
の
キ
ツ
ネ
」の

二
編
の
民
話
を
ゆ
っ
く
り
と
し
た
、

穏
や
か
な
声
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
府
市
の
木
本
順
子
さ
ん

に
よ
る「
豊
後
浄
瑠
璃
」や
、
福
岡
市

の
詩
人
・
門
田
照
子
さ
ん
に
よ
る

「
豊
後
方
言
詩
」の
朗
読
な
ど
が
行
わ

れ
、
観
客
の
み
な
さ
ん
は
、
故
郷
の

言
葉
の
飛
び
交
う
空
間
に
た
っ
ぷ
り

と
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

↑「富士図」の画碑（３月10日の除幕式にて）

↑岩手県の「縄文の炎・藤沢野焼祭」実行委
員会の皆川洋一会長が「野焼き」の魅力を
熱く語る講演会

↑器を焚き上げる「野焼き」を観
察する参加者のみなさん

「父親を楽しもう！」安藤哲也さんが講演 
「竹田市男女共同参画推進大会」開催

ま
た
歩
き
た
く
な
る「
芝
歩
道
」

田た

能の

村む
ら

竹ち
く

田で
ん

の
作
品
、
来
年
２
月「
１
０
０
０
円
切
手
」に
決
定

竹ち
く
で
ん田「
富
士
図
」町
角
に
あ
り
ま
す
！

↑「淡窓伝光霊流」の地元のみなさんによる詩吟
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平
成
26
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰

功
績
を
讃
え
て

市
長
表
彰

◆
社
会
民
生

　

伊
藤　
　

恭（
直
入
・
天
神
町
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
介
護
保
険
認

定
審
査
員
を
務
め
、
介
護
保
険
制

度
の
根
幹
で
あ
る
認
定
審
査
に
深

く
関
わ
り
、
制
度
の
健
全
運
営
に

寄
与

　

甲
斐　

恭
子（
竹
田
・
上
鹿
口
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
介
護
保
険
認

定
審
査
員
を
務
め
、
介
護
保
険
制

度
の
根
幹
で
あ
る
認
定
審
査
に
深

く
関
わ
り
、
制
度
の
健
全
運
営
に

寄
与

　

加
藤　

宏
明（
竹
田
・
殿
町
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
介
護
保
険
認

定
審
査
員
を
務
め
、
介
護
保
険
制

度
の
根
幹
で
あ
る
認
定
審
査
に
深

く
関
わ
り
、
制
度
の
健
全
運
営
に

寄
与

　

首
藤　

則
男（
竹
田
・
拝
田
原
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
介
護
保
険
認

定
審
査
員
を
務
め
、
介
護
保
険
制

度
の
根
幹
で
あ
る
認
定
審
査
に
深

く
関
わ
り
、
制
度
の
健
全
運
営
に

寄
与

　

首
藤　

則
子（
直
入　

名
子
山
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
介
護
保
険
認

定
審
査
員
を
務
め
、
介
護
保
険
制

度
の
根
幹
で
あ
る
認
定
審
査
に
深

く
関
わ
り
、
制
度
の
健
全
運
営
に

寄
与

　

二
ノ
宮　

日
出
世（
大
分
市
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
介
護
保
険
認

定
審
査
員
を
務
め
、
介
護
保
険
制

度
の
根
幹
で
あ
る
認
定
審
査
に
深

く
関
わ
り
、
制
度
の
健
全
運
営
に

寄
与

　

日
野　

ほ
づ
み（
久
住
・
池
ノ
口
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
介
護
保
険
認

定
審
査
員
を
務
め
、
介
護
保
険
制

度
の
根
幹
で
あ
る
認
定
審
査
に
深

く
関
わ
り
、
制
度
の
健
全
運
営
に

寄
与

　

渡
会　

恵
美
子（
竹
田
・
殿
町
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
殿
町
自
治
会

愛
育
保
健
推
進
員
を
務
め
、
竹
田

地
区
愛
育
保
健
推
進
員
会　

事
務

局
、
副
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
地

　

竹
田
市
は
、
市
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に
対
し
、
毎
年
表
彰
式
を
行
い
、

首
藤
勝
次
市
長
が
表
彰
状
を
個
人
14
人
に
、
感
謝
状
を
個
人
２
人
に
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
加
藤
誠
教
育
委
員
長
が
個
人
３
人
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

→
［前列左から］堀哲士さん、和田

重太郎さん、伊藤恭さん、佐藤
茂さん、後藤誠子さん、小長久
子さん、首藤武巨さん、奥村英
一さん

［後列左から］中村憲史議長、梅
木三恵子さん（代理）、菅徳寿さ
ん、渡会恵美子さん、首藤亥三
生さん、首藤勝次市長、加藤誠
教育委員長、土居昌弘県議、日
野ほづみさん（代理）、野田良輔
副市長、首藤則子さん、柴田尚
子大分県豊肥振興局長、吉野英
勝教育長
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功績を讃えて

域
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与

　

後
藤　

誠
子（
竹
田
・
寺
町
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
瀧
廉
太
郎
記

念
館
運
営
委
員
を
務
め
、
瀧
廉
太

郎
の
顕
彰
活
動
に
寄
与

　

御
沓　

貞
則（
直
入
・
筒
井
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委

員
を
務
め
、
人
権
意
識
の
高
揚
に

寄
与

◆
交
通
安
全

　

堀　
　

哲
士（
竹
田
・
志
土
知
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
交
通
指
導
隊

員
と
し
て
日
夜
街
頭
指
導
に
あ
た

り
、
市
民
の
交
通
安
全
に
寄
与

◆
産
業
振
興

　

首
藤　

亥
三
生（
竹
田
・
紺
屋
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
造
林
委
員
及

び
市
有
林
看
守
人
と
し
て
、
市
有

林
の
保
全
管
理
に
寄
与

◆
地
方
自
治

　

和
田　

重
太
郎（
竹
田
・
下
本
町
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
竹
田
地
区
下

本
町
自
治
会
長
を
務
め
、
自
治
会

の
円
滑
な
運
営
と
市
政
の
発
展
に

寄
与

◆
地
域
振
興

　

佐
藤　
　

茂（
荻
・
桜
町
南
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
造
林
事
業
の

拡
大
、
企
業
誘
致
、
公
民
館
活
動

や
文
化
財
保
護
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
市
政
の
発
展
に
寄
与

教
育
委
員
会
表
彰

◆
社
会
教
育

　

菅　
　

徳
寿（
荻
・
恵
良
原
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
荻
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
バ
レ
ー
部
設
立
当
時
か

ら
指
導
に
あ
た
り
、
青
少
年
の
健

全
育
成
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及

に
寄
与

 

◆
芸
術
文
化

　

小
長　

久
子（
大
分
市
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
瀧
廉
太
郎
全

日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
員
、
運
営
諮
問
委
員
、
名
誉

審
査
員
と
し
て
、
同
コ
ン
ク
ー
ル

の
発
展
に
寄
与

　

奥
村　

英
一（
荻
・
馬
場
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
荻
町
子
ど
も

神
楽
ク
ラ
ブ
設
立
当
時
か
ら
指
導

に
あ
た
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
無
形
民
俗
文
化
財
の
継
承
に
寄

与市
長
感
謝
状

　

梅
木　

三
恵
子（
大
分
市
）

　
　

山
岳
図
書
及
び
郷
土
図
書
を
寄

贈
さ
れ
、
本
市
の
文
化
振
興
に
貢

献

　

首
藤　

武
巨（
大
分
市
）

　
　

卓
越
し
た
高
等
技
術
に
よ
り
仕

上
げ
ら
れ
た
拓
本
を
寄
贈
さ
れ
、

本
市
の
文
化
振
興
に
貢
献

県功労者表彰受賞
　大分県、大分県教育委員会から
竹田市の個人５人、２団体が表彰
されました。受賞おめでとうござ
います。　　　　　　　 (敬称略）
県功労者

【地方自治】
竹内　實

（浦町・元市自治会長）
【観光・地域振興】

板井　良助
（上本町・但馬屋老舗代表取締役）

【善行】
久住花の会「ＹＯＵ花」

（久住町・川越竣市代表）
【生活環境衛生】

大野川流域ネットワーキング
（吉弘　央代表）

【農林水産】
大賀　英幸

（松円・花き農家）
【教育スポーツ】

衛藤　賢美
（千人塚・県生活学校運動推進
協議会役員）

【治安維持・安全】
後藤　善文

（上坂田西・竹田市防犯協会連
合会副会長）

↑首藤市長から表彰状を受け取る受賞者のみなさん

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
褒
章

○
藍
綬
褒
章

　

山や
ま

香が

望も
ち

子こ

さ
ん（
馬
場
・
71
歳
）

　

24
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
保
護

司
と
し
て
、
罪
を
犯
し
た
少
年
の
精

神
的
、
社
会
的
な
支
え
と
な
る
更
生

保
護
活
動
な
ど
、
犯
罪
予
防
の
取
り

組
み
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
家
族
に
支
え
ら
れ
て
の
受
章
で
す
。

更
生
し
て
新
し
い
家
族
と
一
緒
に
、

御
礼
に
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
子
が
い

ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
今

で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
思
い

出
の
ひ
と
つ
で
す
」

秋
の
叙
勲

○
瑞
宝
双
光
章

　

仲な
か

村む
ら

睦む
つ

雄お

さ
ん（
茶
屋
の
辻
・
85
歳
）

　

元
公
立
小
学
校
校
長
。
昭
和
63
年

に
東
京
都
大
田
区
小
学
校
校
長
会
会

長
。
40
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
児

童
の
学
力
の
向
上
、
健
全
な
育
成
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
竹
田
で
も
っ
と
徳
を
積
ま
な
い
と

い
け
な
い
。
や
っ
と
竹
田
市
民
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
人
生
の
本
番
に
ア

タ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん

な
感
じ
で
す
」

山香  望子さん

仲村  睦雄さん
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12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す　

誰
も
が
安
心
し
て

　
　 
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

「
障
が
い
」
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
お
持
ち
で
す
か
？
障
が
い
の
種

類
は
一
様
で
は
な
く
、
ま
た
外
見
か

ら
わ
か
り
に
く
い
も
の
も
多
く
あ
り

ま
す
。
障
が
い
を
理
解
さ
れ
ず
、
不

安
に
感
じ
た
り
、
苦
労
し
て
い
る
方

が
い
ま
す
。

　

国
で
は
毎
年
、
12
月
３
日
か
ら
９

日
ま
で
を
「
障
害
者
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
や
そ
の
家
族
の
声
を
聞

く
こ
と
で
理
解
を
深
め
、
地
域
や
職

場
、
学
校
な
ど
で
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
み
ん
な
で

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
身
障
者
手
帳
」が

新
認
定
基
準
に

　

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
「
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
」
や
「
人
工
関
節
」
等
を

入
れ
て
も
大
き
な
支
障
が
な
く
日
常

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
方
が
多

く
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
医
学
的

見
地
か
ら
検
討
を
行
い
、
平
成
26
年

４
月
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定

基
準
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

ご
存
知
で
す
か
？

大
分
県
点
字

図
書
館

　

大
分
県
点
字
図
書
館
で
は
、
大
分

県
内
に
お
住
ま
い
の
視
覚
障
が
い
者

の
方
に
点
字
図
書
・
テ
ー
プ
図
書
・

デ
イ
ジ
ー
図
書
の
貸
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

図
書
の
貸
出
し
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
図
書
館
へ
直
接
来
館
す
る
か
、

電
話
、
手
紙
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

ル
等
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

図
書
は
、
郵
便
局
が
無
料
で
集

荷
・
配
達
を
行
い
ま
す
。（
点
字
用

郵
便
国
内
３
㎏
ま
で
）

　

な
お
、
貸
出
し
に
は
事
前
の
登
録

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
大
分
県
点

字
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
点
字
図
書

館（
大
分
市
中
島
東
１
―
２
―
28
）

☎
０
９
７
―
５
３
８
―
０
３
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
７
―
５
３
８
―
０
５
３
７

平成２６年
３月まで

平成２６年
４月から

ペースメーカ
等を入れた方

（心臓機能障害）

一律に１級に
認定

１級、３級、４級
のいずれかに認定
３年以内に再認定
を行う

人工関節等を
入れた方

（肢体不自由）

股関節・膝関
節
一律に４級に
認定

４級、５級、７級、
非該当のいずれか
に認定

足関節
一律に５級に
認定

５級、６級、７級、
非該当のいずれか
に認定

※ペースメーカ等とは体内植え込み型徐細動器（Ｉ
ＣＤ）を、人工関節等とは人工骨頭を含む

〈利用可能な図書及びサービス〉
　・点字図書・テープ図書・デイジー図書、録音雑誌
　・プライベート・サービス（お手持ちの図書を点訳・音訳します）
　・対面朗読（お手持ちの図書を対面して朗読します）
〈休 館 日〉土・月・祝日・お盆・年末年始
〈開館時間〉９：００～１７：００
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福　祉

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の

ご
案
内

　

こ
の
手
当
は
、
身
体
や
精
神
に
著

し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を

必
要
と
す
る
障
が
い
者
等
を
対
象
に
、

重
度
の
障
が
い
に
よ
る
精
神
的
、
物

質
的
な
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

対
象
者
：
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
以
上
の
在

宅
の
障
が
い
者

障
害
児
福
祉
手
当

対
象
者
：
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
未
満
の
在

宅
の
障
が
い
児

①
手
当
申
請
に
必
要
な
書
類

　

認
定
請
求
書
、
診
断
書
、
所
得

状
況
届(

所
得
制
限
有)

、
住
民
票
、

公
的
年
金
等
収
入
の
写
し　

な
ど

②
手
当
の
認
定
請
求
か
ら
支
給
ま
で

の
流
れ

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
福
祉
事
務

所
福
祉
係　

☎
６
３
―
４
８
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

６
３
―
０
９
８
８

認定請求書
提出

判定協議
（面接・所得調査）

認定通知 手当支給

却下通知

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力

　

大
分
県
地
域
福
祉
推
進
大
会
が
、
10

月
29
日
に
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
、
竹
田
市
の
11
人
、
４
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。　
（
敬
称
略
）

【
大
分
県
知
事
賞
】

　

・
明
る
い
高
年
賞　

伊
東
政
夫（
山

手
）

　

・
優
秀
老
人
ク
ラ
ブ
賞　

第
三
和

楽
会（
下
竹
田
）

　

・
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
功
労
賞 

倉

野
脩
生（
吉
田
）

【
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

　

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
特
別
功

労
者　

藤
村
憲
雄（
東
本
町
）

　

・
社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者（
社

会
福
祉
施
設
職
員
）　

衛
藤
勝
也

（
社
会
福
祉
法
人 

豊
和
会
）、
飯

倉
絹
江（
社
会
福
祉
法
人 

豊
和

会
）、
佐
々
木
雅
子（
社
会
福
祉
法

人 

博
愛
会
）

　

・
社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者（
社

会
福
祉
団
体
役
職
員
）　

合
原
と

も
え（
社
会
福
祉
法
人 

竹
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
）

【
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
】

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
功
労

団
体　

進
正
直（
宮
原
）

　

・
善
意
銀
行
寄
付
者
・
団
体

　
　

公
益
財
団
法
人　

老
人
は
げ
み

の
里
見
会（
東
京
都
）

【
大
分
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
賞
】

　

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
賞　

都
野
福

寿
会
、
阿
蔵
老
人
ク
ラ
ブ　

　

・
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
賞　

菅
誠
導

（
西
福
寺
）、
佐
藤
竹
尾（
城
後
）、

村
田
忠
士（
小
柳
）

第25回豊の国ねん
りんピック竹田市
選手団が大活躍 !!

　広報たけた11月号６ページ
に掲載しました、「第25回豊
の国ねんりんピック」の結果
に追加がありましたのでお知
らせいたします。（敬称略）

【競 技】
・三世代グラウンド・ゴルフ
　交流大会
　19歳以下の部
　　３位　山口 健史
　60歳以上の部
　　３位　工藤 雄一

　さらなるご活躍を期待して
います！

竹田市障害者虐待防止センター（竹田市福祉事務所内）
☎63-4811　FAX 63-0988

  障がい者虐待は、どこでも起こりうる身近
な問題です。
　虐待をされている人が虐待だと認識でき
ない、自分から被害を訴えられない場合が
あります。障がい者虐待に気づいた方は、
一人で抱え込んだり、放置したりせずに竹
田市障害者虐待防止センターにご連絡くだ
さい。早めの対応や支援が障がい者と虐待
者双方の救済へとつながります。ご協力を
お願いします。

みんなで防ごう！
　　「障がい者虐待」
SOS
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　1901年から、瀧廉太郎を記念してライプツィヒと
の交流は始まりましたが、来年、ライプツィヒが歴
史に登場して1000年を迎えることから、1000年祭
を記念して各種イベントがライプツィヒで行なわれ
ます。今回それにちなんで、第39回ライプツィヒ・
マラソンに竹田市からの一般参加者の招待がありま
したので、その参加者を募集します。（２名程度）
　つきましては、下記の要領で募集いたしますので、
ご希望、ご関心のある方は、竹田市商工観光課まで
お申し込みください。
　なお、希望者が多数の場合は抽選で決定させてい
ただきますので、ご了承ください。
※今年39回を迎えるライプツィヒ・マラソンは、フ
ルマラソンをはじめ8種目の競技に10,000人が参加
する、ドイツ国内でも有数のマラソン大会です。
　竹田市からの参加者は、本市に訪問経験のある市
民ランナーのお宅にホームステイを予定しています。
また、前国際交流員のクラウディアさんに、ライプ
ツィヒの日独協会員として滞在中のお世話をいただ
くことになっています。 

日　　時　マラソン：2015年４月19日㈰
場　　所　ドイツ、ライプツィヒ市
宿　　泊　ホストファミリー（マラソン選手の方）
種　　目　フルマラソン・ハーフマラソン・インラ

インスケーティングマラソン・車いすマ
ラソン・４㎞ウォーク・10㎞ウォーク等

申込期間　12月８日㈪～26日㈮
費    　用　ライプツィヒまでの旅費や滞在費が必要

ですが、マラソン参加料はライプツィヒ
市が負担します。
ライプツィヒの滞在は、ホームステイ先
が用意されています。（宿泊費は不要）
なお、竹田市からの訪問団として旅費の
一部を竹田市が負担する予定です。

●お申込み・お問い合せ
　☎63-4807　FAX 63-0701
　竹田市商工観光課（担当：ヴァネッサ、工藤、鷲司）

ドイツ・ライプツィヒ・マラソンへ出場する

竹田市民ランナーを
募集します！

ライプツィヒ市の街並み→

季節の採れたて野菜を天ぷ
らで調理！　料理体験を楽
しむ訪問団のみなさん　→

姉
妹
都
市
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
交
流
25
周
年　

友
情
を
永
遠
に

　

11
月
19
日
、
姉
妹
都
市
ド
イ
ツ
・
バ
ー

ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
か
ら
訪
問
団
24
名

が
来
竹
し
ま
し
た
。

　

20
日
、
訪
問
団
一
行
は
市
長
を
表
敬
訪
問
。

ま
た
、
交
流
25
年
を
記
念
し
て
、
バ
ー
ト
・

ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
か
ら
薔
薇「
シ
ュ
タ
ッ

ト
・
エ
ル
ト
ビ
レ
」が
贈
ら
れ
、
本
庁
舎
そ

ば
の
花
壇
で
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
薔
薇
は
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
の
温
泉
施
設「
ヴ
ィ
タ
・
ク
ラ
シ
カ
」に

も
植
え
ら
れ
て
お
り
、
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
の
フ
ォ
ル

カ
ー
・
キ
ー
パ
ー
市
長
は「
す
ば
ら
し
い
歓

待
を
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
竹

田
市
と
は
交
流
25
年
の
歴
史
が
あ
り
、
友
好

関
係
が
熟
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
岡
城
跡
や
城
下
町
を
散
策
。

夜
は
、「
友
好
25
周
年
記
念
歓
迎
交
流
会
」  

が
久
住
町
で
開
か
れ
、
両
市
の
歴
史
に
新
た

な
１
ペ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
団
一
行
は
、「
竹
楽
」な
ど
を
楽
し
み
、

24
日
ま
で
竹
田
市
に
滞
在
し
ま
し
た
。

↑訪問団、ホストファミリー全員集合！

←「 友 好 の バ ラ」植 樹
式。〔写真右から〕フォ
ルカー・キーパー市
長、首藤市長、ポー
ル・ オ ー ダ ン 市 長

（バート・クロツィ
ンゲン姉妹都市のフ
ランス、グレウー・
レ・バーン市）　
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交　流

み
ん
な
で
ド
イ
ツ
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
♪

「
ド
イ
ツ
料
理
教
室
」参
加
者
募
集

　

色
ん
な
料
理
が
作
れ
る
と
毎
日
の
食
生
活

が
多
彩
に
な
り
ま
す
。
竹
田
市
の
姉
妹
都
市

が
ド
イ
ツ
の「
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
」

だ
か
ら
こ
そ
、
ド
イ
ツ
料
理
を
竹
田
に
広
め

た
い
の
で
す
。

　

今
回
は
ド
イ
ツ
人
が
大
好
き
な
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の「
ポ
テ
ト
・
パ
ン
ケ
ー
キ
」。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

※
こ
れ
か
ら
月
１
回
程
度
で
料
理
教
室
を
行

う
の
で
、
今
回
来
ら
れ
な
く
て
も
、
次
回

以
降
に
参
加
ご
希
望
の
方
も
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
参
加
者
限
定
12
名
で
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

平
成
27
年
１
月
24
日
㈯
、
12
時

30
分
～
15
時

場　
　

所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
調
理
実
習
室

内　
　

容　

ポ
テ
ト
・
パ
ン
ケ
ー
キ
を
作
っ

て
、
み
ん
な
で
会
食
し
ま
す
。

講　
　

師　

国
際
交
流
員
レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ

参　
加　
費　

材
料
代
約
１
０
０
０
円
～　
　

　

２
０
０
０
円
程
度

申
込
期
間　

 

12
月
８
日
㈪
～
１
月
16
日
㈮

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
商
工
観
光
課 

☎
６
３
―
４
８
０
７

　

E-m
ail : koryu@

city.taketa.oita.jp

楽
し
く
ド
イ
ツ
語
を
学
び
ま
し
ょ
う
♪

「
ド
イ
ツ
語
教
室
」参
加
者
募
集

　
「
外
国
語
を
学
び
た
い
け
ど
、
卒
業
し
て

か
ら
な
か
な
か
機
会
が
な
い
」「
竹
田
市
に
姉

妹
都
市
の
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
が

あ
る
か
ら
ド
イ
ツ
語
を
学
び
た
い
！
」「
ド
イ

ツ
は
お
し
ゃ
れ
！
ド
イ
ツ
語
学
び
た
い
！
」

…
そ
う
い
う
方
を
対
象
に
し
て
新
し
い
初
級

の
ド
イ
ツ
語
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
人
に
正
し

い
発
音
の
ド
イ
ツ
語

を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
年
齢
は
関
係
な

く
ど
ん
な
方
で
も
積

極
的
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
週
１
回
程
度

で
楽
し
く
ド
イ
ツ
語

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

※
参
加
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

①
平
成
27
年
２
月
11
日
か
ら
毎

週
水
曜
日
、
13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　
　

②
平
成
27
年
２
月
12
日
か
ら
毎

週
木
曜
日
、
17
時
30
分
～
19
時

※
内
容
は
同
じ
な
の
で
、
ど
ち
ら
か
ご
都
合

の
良
い
日
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

期　
　

間　

５
か
月
程
度

場　
　

所　

水
曜
日
：
竹
田
温
泉「
花
水
月
」

に
あ
る
会
議
室
、
竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　
　
　

木
曜
日
：
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー

内　
　

容 

「
挨
拶
」、「
レ
ス
ト
ラ
ン
の
注

文
」、「
買
い
物
」等
、
簡
単
な

日
常
会
話
が
で
き
る
よ
う
な

レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

講　
　

師　

国
際
交
流
員 

レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ

費　
　

用　

テ
キ
ス
ト
代
は
、
実
費
２
１
０
０

円
程
度
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
間　

12
月
８
日
㈪
～
１
月
26
日
㈪

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

竹
田
市
商
工
観
光
課 

☎
６
３
―
４
８
０
７

E-m
ail : koryu@

city.taketa.oita.jp
　竹田市の新国際交流員、レーナー・ヴァ
ネッサさんがドイツの魅力を竹田市内に広め
るため、来年から「ドイツ料理教室」、「ドイ
ツ語教室」を開講します。市民のみなさん、
ぜひご参加ください！

  世界で重要な
ドイツ語を学び
   ましょう! ♪

Lasst uns Deutsch 
lernen ！♪

ここから始める、国際交流

ドイツの魅力が
すごいよ!!
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小
羊
保
育
園
は
キ
リ
ス
ト
教
の
保

育
園
で
す
。
一
日
が
お
祈
り
で
始
ま

り
、
神
様
に
守
ら
れ
感
謝
し
な
が
ら

過
ご
し
て
い
ま
す
。
月
に
２
回
み
ん

な
で
集
ま
り
礼
拝
を
し
ま
す
。
讃
美

歌
を
歌
っ
た
り
、
園
長
先
生（
牧
師
）

か
ら
神
様
の
お
話
を
聞
い
た
り
、み

ん
な
の
た
め
に
お
祈
り
を
し
て
く
れ

ま
す
。
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
も
心
静

か
に
集
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
６
月

に
花
の
日
、
11
月
に
収
穫
感
謝
の
礼

拝
が
あ
り
、
礼
拝
後
、
郵
便
局
、
園

医
の
先
生
へ
花
・
野
菜
等
を
届
け

に
行
き
ま
す
。
12
月
に
イ
エ
ス
様
の

誕
生
を
お
祝
い
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
あ
り
ま
す
。
礼
拝
後
の
祝
会
で
は
、

歌
・
合
奏
・
ダ
ン
ス
・
劇
あ
そ
び
を

披
露
し
ま
す
。
４
歳
児
が
聖
誕
劇
を

し
、
最
後
の
場
面
で
キ
ャ
ン
ド
ル
を

持
ち「
き
よ
し
こ
の
夜
」を
賛
美
し
ま

す
。
と
て
も
感
動
的
な
シ
ー
ン
で
す
。

　

他
に「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
良
い
絵
本
を
揃

え
、０
歳
児
か
ら
読
み
聞
か
せ
る
こ

と
で
、
言
葉
の
シ
ャ
ワ
ー
を
た
く
さ

ん
浴
び
て
い
ま
す
。
絵
本
が
大
好
き

に
な
り
、
心
と
体
で
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
保
育
士
も
、
子
ど
も
た
ち

と
共
感
で
き
る
喜
び
を
日
々
感
じ
て

い
ま
す
。
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
た
め
に
、
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま

す
。
絵
本
の
部
屋
で
、ど
れ
に
し
よ

う
か
と
楽
し
そ
う
に
選
ん
で
い
る
姿

は
、と
て
も
心
温
ま
る
光
景
で
す
。

　

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
」に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と

し
た
リ
ズ
ム
の「
わ
ら
べ
う
た
」を
歌

い
な
が
ら
、
優
し
く
ふ
れ
あ
う
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
た
表
情

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
姿
を
大

切
に
し
、
将
来
に
つ
な
が
る
人
と
人

と
の
交
わ
り
の
根
を
培
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら「
食
育
」で
は「
旬
の
物

を
食
べ
る
こ
と
」を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
食
べ
物
を
お
い
し
い
と
思
っ

て
食
べ
、
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
絵
本
・
ふ
れ
あ
い
・

食
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
の
心
に
寄

り
添
い
、「
生
き
る
力
」を
育
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。  （
金
丸
敦
子
）

　

11
月
21
日
、
道
へ
の
関
心
や
愛

護
の
心
を
育
も
う
と
、
道
守
九
州

会
議
交
流
会「
み
ち
づ
く
し
in
大

分
２
０
１
４
」が
大
分
市
の
ホ
ル

ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
菅
生
小

学
校
の
清
掃
活
動
が「
ガ
ン
バ
ル

道
守
in
大
分
賞
」金
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

菅
生
小
学
校（
宗
岡
良
子
校
長
）

の「
ゴ
ミ
０（
ゼ
ロ
）大
作
戦
」の
取

り
組
み
は
、
地
域
の
文
化
財
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
菅
生
小

４
～
６
年
生
で
構
成
さ
れ
た「
菅

生
文
化
財
愛
護
少
年
団
」の
活
動

の
ひ
と
つ
。
文
化
財
に
つ
い
て

学
習
し
、
愛
護
し
て
い
こ
う
と

１
９
８
１
年
に
結
成
。
以
来
、
33

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
様
々
な

活
動
が
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

「
ゴ
ミ
０（
ゼ
ロ
）大
作
戦
」は
児

童
と
職
員
、さ
ら
に
保
護
者
や
地

域
の
方
々
に
も
呼
び
か
け
、
年
２

回（
５
月
・
11
月
）実
施
。
学
校
か

ら
国
道
57
号
線
周
辺
の
道
路
の
ゴ

ミ
拾
い
を
、４
つ
の
縦
割
り
班
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
約
２
時
間
の

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
は
学
校
周
辺
を
中
心
に
ゴ

ミ
拾
い
。
11
月
は
国
道
57
号
線
沿

道
の
ゴ
ミ
拾
い
に
加
え
て
、
地
域

の
禰
疑
野
神
社
や
七
つ
森
古
墳
公

園
等
の
清
掃
活
動
を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
清
掃
活
動
を
通
し
て
、

「
ゴ
ミ
問
題
や
環
境
美
化
、
文
化

財
の
保
全
等
に
対
す
る
意
識
高
揚

を
図
る
」こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

↑収穫感謝祭

↑１歳児クラスの絵本の読み聞かせ

↑ふれあいあそび「おふねはぎっちらこ」

保護者や地域のみなさんと協力
して、国道沿いを清掃活動する
菅生小の児童たち

神
様
に
愛
さ
れ
、
心
豊
か
に
育
つ
子
ど
も

今
月
の
学
び
舎

小
羊
保
育
園

菅生小学校「ゴミ０（ゼロ）大作戦」

「ガンバル道守 in 大分賞」金賞の栄誉に！
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【一般の本】
 ・神坐す山の物語（双葉社）　　　　　　　　浅田　次郎
 ・アイネクライネナハトムジーク（幻冬舎）　伊坂幸太郎
 ・キャロリング（幻冬舎）　　　　　　　　　有川　　浩
 ・３時のアッコちゃん（双葉社）　　　　　　柚木　麻子
 ・唐沢流自然観察の愉しみ方（地人書館）　　唐沢　孝一
 ・古田織部の正体（角川学芸出版）　　　　　矢部　良明
 ・ペコロスの母の玉手箱（朝日新聞出版）　　岡野　雄一
 ・リハビリおりがみ（誠文堂新光社）　　　　丹羽　兌子
 ・子ども、保護者、教員で考えるインターネットトラブ

ル防止ガイド（ラピュータ）SNAスクールネットワーク
【子どもの本】

 ・幸福の王子（日本キリスト教団出版局）オスカー・ワイルド
 ・うらしまたろう（鈴木出版）　　　　　　こわせたまみ
 ・さいごの一葉（金の星社）　　　　　　オー・ヘンリー
 ・おめんです（偕成社）　　　　　　　　いしかわこうじ
 ・真夜中の図書館１・２巻（集英社）　ニック・シャドウ

他60冊ほど入りました

新刊のご案内
図書館の
お知らせ

12 月

みんなのゆうがくかん

12月23日（火・祝）にクリスマスキャロル（冬休みと
しょかんまつり）を開催します！総合社会福祉セン
ターで午後１時～3時までです。最後にサンタさんか
らのお楽しみプレゼントがあるよー！みんな来てね！

12月23日㈫の祝日はクリスマス・キャロルのため休館
します。今年も図書館をご利用くださって、ありがと
うございました。年末年始のお休みは29日㈪30日㈫31
日㈬1月1日㈭・2日㈮・3日㈯です。4日㈰から開館し
ますので来年もどうぞよろしくお願いします。

今

月
の読
み聞か

せ

「物語のおわり」

「ミリー・モリー・マンデーとともだち」
ジョイス・Ｌ／ブリスリー　さく（福音館書店）

　長年親しまれてきた幼年童話「ミリー・モリー・マン
デーのおはなし」の姉妹作です。イギリスの古き良き時代
の田舎を舞台に、小さな女の子の暮らしをユーモアいっぱ
いに描く幼年童話の古典的作品。ピンクと白のしまもよう
の服を着た元気な女の子ミリー・モリー・マンデーの毎日
には楽しみがいっぱいです。本当の名前はもっと長いんで
すよ！みんな知っているかな？

   迷いを抱えた人々が向かった先は、北海道。人生の岐路に立っ
たとき、彼らは北海道へ一人旅をする。そんな旅の途中で手渡
された紙の束、それは、「空の彼方」という結末の書かれていな
い小説だった。そして本当の結末とは……!?
   あなたの今を動かす力強い物語です。
   あなたならどんな結末にしますか？

一般の本

子どもの本

司書おすすめの1冊

○ブックスタート　
　12月18日㈭  13：30〜（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日  10：30～11：00（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　12月４日㈭  14：00～14：30（竹田幼稚園）
　12月17日㈬  14：00～14：30（南部幼稚園）

休館日カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1
◯お

2 3 4 5 6 ◯お
◯く
◯な

7
◯く
◯な

8
◯お

9 10 11 12 13◯お
◯く
◯な

14
◯く
◯な

15
◯お

16 17 18 19 20◯お
◯く
◯な

21
◯く
◯な

22
◯お

23 24 25 26 27◯お
◯く
◯な

28
◯く
◯な

29
◯お

30 31

　　（アミ）が図書館の休館日
◯お ＝荻図書室　◯く ＝久住図書室
◯な ＝直入図書室

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL･FAX 68-2200
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

ご

案

内

お
知
ら
せ

　湊かなえ著（朝日新聞出版）
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　郷土史家の先生が竹田市の文化財や郷土の先哲
を紹介する「まるごと博物館」（「広報たけた」連載
中）が連載100回を迎え、この度単行本になりま
した。
　発行を記念して、まるごと博物館編集委員会（後
藤和芳委員長）は、市内の子どもたちにこの本を
テキストとして活用してほしいと、各小中学校や

公民館等の公共施設に500
冊を寄贈しました。ぜひお
役立てください。

110

　

杉
原
友
蔵
は
戦
前
か
ら
戦
後

に
か
け
て
竹
田
町
浦
丁
で
医
師

を
勤
め
た
。
竹
田
高
等
小
学
校

時
代
の
同
級
生
に
は
瀧
廉
太
郎

や
代
官
町
で
医
師
を
勤
め
た
黒

川
健
士
が
い
る
。
明
治
中
期
の

竹
田
は
ま
だ
藩
政
時
代
の
面
影

を
残
し
、ラ
ジ
オ
は
も
ち
ろ
ん
、

電
気
、
水
道
も
な
い
時
代
で

あ
っ
た
が
、
町
を
歩
け
ば
三
味

線
や
琴
、
謡
曲
が
聞
こ
え
て
く

る
と
い
う
文
化
的
環
境
で
あ
っ

た
。

　

大
正
10
年
、
医
師
と
い
う
多

忙
な
職
業
の
傍
ら
児
童
文
化

教
育
を
目
的
に
し
た
市
民
団
体

「
竹
田
お
伽
会
」を
、谷
敏
夫（
昭

和
20
年
代
竹
田
町
教
育
長
）
松

崎
利
夫
（
歯
科
医
師
）
そ
の
他

の
有
志
に
よ
っ
て
結
成
し
会
長

に
就
任
。
助
手
に
は
ま
だ
中
学

生
で
あ
っ
た
妻
城
良
夫
（
教
職

後
声
楽
歌
手
）や
茨
木
英
雄（
教

師
）
等
が
い
て
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
竹
田
、
直
入
の
学
校
に

出
張
し
童
話
、
童
謡
、
演
劇
、

舞
踊
を
演
じ
奔
走
し
た
。

　

そ
の
頃
、
瀧
廉
太
郎
の
感

性
を
育
ん
だ
文
化
的
コ
ン
テ

ク
ス
ト
を
持
つ
城
下
町
の
風
土

は
「
麗
郷
竹
田
」
と
も
称
さ
れ
、

優
れ
た
指
導
者
に
よ
り
、
戦
後

は
「
山
鳩
子
供
会
」「
竹
田
児

童
文
化
連
盟
」
と
改
称
さ
れ
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
発

展
し
て
い
っ
た
。

　

昭
和
22
年
、
杉
原
友
蔵
と
共

に
「
お
伽
会
」
創
設
に
係
わ
っ

た
妻
城
良
夫
や
谷
敏
夫
等
は
、

竹
田
町
で
予
定
さ
れ
て
い
た

「
瀧
廉
太
郎
45
周
年
忌
」
式
典

計
画
を
知
り
、
法
要
祭
典
と
合

せ
て
先
人
顕
彰
と
音
楽
教
育
発

展
の
礎
と
な
る
「
瀧
廉
太
郎
記

念
音
楽
祭
」
創
設
案
を
、
時
の

大
分
県
細
田
知
事
に
直
接
進
言

し
快
諾
さ
れ
た
。
命
日
の
６
月

29
日
、
岡
城
跡
で
45
周
年
忌
施

行
後
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
音
楽

祭
が
開
催
。
翌
年
か
ら
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
が
開
始
さ
れ
、
今
年

68
回
を
数
え
る
珠
玉
の
音
楽
祭

へ
と
成
長
し
た
。

　

２
年
後
の
昭
和
24
年
に
は

「
竹
田
祭
」
を
創
設
し
本
年
66

回
を
迎
え
る
。　
（
井
上　

隆
）

「竹田お伽会」創設者　杉原友蔵

↑杉原友蔵氏

　

平
成
24
年
に
バ
チ
カ
ン
図
書
館
で

発
見
さ
れ
た
、
近
世
豊
後
キ
リ
シ
タ

ン
関
係
史
料（
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
神

父
収
集
の
古
文
書
）約
１
万
点
を
調

査
し
て
い
る「
マ
レ
ガ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
11

月
１
日
、
臼
杵
市
に
て「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

　

10
月
31
日
、
バ
チ
カ
ン
図
書
館
の

チ
ェ
ー
ザ
レ
・
パ
シ
ー
ニ
館
長
が
本

市
を
訪
れ
、 「
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
の
石
碑
」（
直

入
町
原
）や「
キ
リ
シ
タ
ン
洞
窟
礼
拝

堂
」（
竹
田
市
殿
町
）等
、
市
内
の
キ

リ
シ
タ
ン
遺
跡
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
シ
ー
ニ
館
長
は「
幾
つ
か
キ
リ

シ
タ
ン
関
係
の
遺
物
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
物
自
体
は
大
き
く

な
く
て
も 

、
や
は
り
こ
こ
か
ら
感

じ
る
も
の
は
、
す
べ
て
大
き
い
。
ま

だ
、
最
初
の
段
階
に
過
ぎ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
一
歩
ず

つ
、
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」と
、
感
想
を
述
べ
て
く
れ

ま
し
た
。

「まるごと博物館」 本
学校に寄贈！

 ←「まるごと博物館」
　㉄竹田創生館　☎62-4100

↑いつもご執筆ありがとうございます！　竹田市教育委員会に寄贈し
た、まるごと博物館編集委員会のみなさん

↑「キリシタン洞窟礼拝堂」にて、解説を聞くパシーニ館長

↑キリシタン礼拝堂前で記念植樹

バ
チ
カ
ン
図
書
館
・

パ
シ
ー
ニ
館
長
が
来
竹
！
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田んぼに出現！案山子アート

「うたうことが何よりも好き」

屋外彫刻メンテナンス、観光客が協力

生きがいサロン教室の「かかし祭り」開催中　

後藤海音(光韻子)さんが「全国吟詠コンクール」に出場します

郷土の先哲たちがみんなの手できれいになりました！

　生きがいサロングループの連携及び親睦を図ろうと、19地区す
べての教室で製作された「案山子」を持ち寄り、展示発表をする
　「生きがいサロン案山子祭り」が11月１日から開催されています。
　10月31日、生きがいサロンの利用者が会場の入田地区（祖峰小
学校前）の田んぼで設営作業を行いました。
　竹田市社会福祉協議会職員の熊田卓馬さんの指導のもと、農作
業や運動会のムカデ競争、ダンス・アロハ等を踊る光景など、ユー
モアあふれる案山子60体を「テーマ」ごとに設置をしました。
　「年寄りに目的ができて、知恵を出し合い、創意工夫するのが楽
しい。たくさんの方に観て楽しんでもらいたい」と話す伊藤洋一
実行委員会会長。 
　気が付けば、思わず本物と見間違うほど存在感のある案山子が
辺り一面にずらり。利用者のみなさんは「人口が増えたみたいや
な」と談笑していました。
　田んぼの中に出現した、まさにアート作品のような出来ばえの
　「案山子たち」に会いにきてください。 展示は12月12日まで。

　８月31日、淡窓伝光霊流竹田詩道会の後藤海音（光韻子）さん（15歳・緑ヶ丘中学校
３年）は、日本コロムビア吟詠音楽会創立50周年「平成26年度 日本コロムビア全国吟
詠コンクール」大分地区大会・少年の部で見事優勝。12月７日、東京・中野サンプラ
ザで開催される「コロムビア吟詠コンクール全国決戦大会」に出場が決定しました。
　吟題は、栄枯盛衰の情感を描く「平泉懐古」(大槻磐渓)。岩手県平泉町と本市は、岡
城築城伝説に端を発する緒方三郎惟栄と源義経との縁で「歴史文化交流パートナー
シップ」を２年前に締結。世界遺産に登録された、中尊寺金色堂をはじめとする建築
群からイメージしやすいことが選んだ理由のひとつだそうです。
　先輩の勧めがきっかけとなり、海音さんは竹田市市民栄誉賞第１号の倉原妙子（光
娥子）先生のもとで、小学２年生の頃から吟詠を習い始めました。これまで、舞台に
立つ経験を積み重ねてきたことで、今では「人前に出ても堂々とひとりで詠えるよう
になった」と、その成長ぶりに倉原先生は目を細めています。
　海音さんは「今までの練習で自分なりのスタイルを作ってきたので、全国大会では
普段通りに詠うことができたらいいなと思います」と話しています。

　竹田市には、郷土出身作家の渡辺長男、朝倉文夫の作品をはじめ、市街地を中心に数多く
の屋外彫刻が設置されています。特に渡辺長男作品は全国的に見ても数が少なく、さらに作
品の内容も竹田のオーダーメイド作品が多数を占めるため、朝倉文夫作品とあわせ、一大コ
レクションと呼べるほどの充実した内容となっています。
　しかし、彫刻作品を屋外に設置しておくことは、必ず作品の劣化のリスクを負います。そ
こで、有志の市民グループ「竹田市屋外彫刻保存研究会」のメンバーが、専門家の指導を仰ぎ
ながら、年に３回程度、市内の屋外彫刻（主にブロンズ像）をメンテナンスしています。
　今年は、約半年後に控えたJRデスティネーションキャンペーンに向けて、観光客の目にとま
りやすい場所から優先的にメンテナンスを実施中です。11月3日、岡城跡の瀧廉太郎像と広瀬神
社下の廣瀬中佐銅像を修復しました。この日は快晴で、賑わう岡城跡。観光客のみなさんにご
迷惑をお掛けすることを心配していましたが、２年に１度しかない機会とばかりに、メンテナ
ンス体験に積極的な参加。予期せぬ旅の思い出にもなったようで、とても喜んでいただきました。
　ブロンズ像もきれいな状態で、観光客のみなさんをおもてなしできるよう、地域の資源を
大切に保存していきましょう。

↑漢詩の「美と奥深さ」を心で歌う後藤海音さん。
全国大会での活躍を期待しています！

↑メンテナンス作業を手伝う観光客のみ
なさん

↑ダメよ～　ダメダメ！

←掛け稲をする案山子の
　みなさん
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別冊 たけたん情報　12月号
【今冬における節電のご協力のお願い】

　生活・健康や生産・経済活動に支障のない範囲で可能
な限り、節電にご協力いただきますようお願い致します。

期　間　12月1日㈪～平成27年３月31日㈫の平日（年
末年始　12月29日㈪～1月2日㈮を除く）

時間帯　8：00～21：00  ※特にお願いしたい時間帯　
8：00～11：00　及び17：00～20：00　

㉄九州電力株式会社三重営業所　☎0120-986-505

第26回クリスマス音楽の夕べ
日　時　12月20日㈯　18：00～20：30
場　所　竹田商工会議所２階ホール
会　費　おとな700円　こども500円
内　容　器楽やコーラスの演奏を聞き、一緒に歌って

楽しみましょう。「手づくりの料理」や「ワイン」
を準備します。

●お問い合せ　瀧廉太郎事務局　☎63-1823（堀）

第３回語り部と竹田の歴史を調べる会
日　時　12月17日㈬　9：00～
場　所　竹田市文化会館前集合
参加費　500円
内　容　①十川の屋敷配置　②竹田町の通り名
　　　　※研修は午前中で終了
申込締切　12月16日㈫
●お申込み・お問い合せ　竹田創生館　☎63-4100

歴史資料館　　　　　　　　　  　☎63-1923

〔開館時間〕９：00～17：00
〔休　館　日〕12月1日㈪、8日㈪、15日㈪、22日㈪、24日㈬、
　　　　　29日㈪～1月3日㈯

○企画展『南画×冬』
　12月17日㈬～２月１日㈰　２階展示室Ｂ
　当館所蔵の南画・文人画より「冬」の名品を紹介します。

市民ギャラリー水琴館　　　    ☎ 63-2200

〔開館時間〕９：00～17：00
〔休　館　日〕12月1日㈪、8日㈪、15日㈪、22日㈪、24日㈬、
　　　　　29日㈪～１月３日㈯

○『工藤敬一写真展』
　11月27日㈭～12月7日㈰
　来年で米寿を迎えるアマチュア写真家工藤敬一。こ

れまでの集大成となる写真展です。
（市民ギャラリー水琴館　☎63-2200）

※12月９日㈫以降の展示予定は未定です。
※展示内容の詳細については、申込者へ直接お問い合

わせください。

年　金
「ねんきんネット」をご利用ください！
　日本年金機構が提供する「ねんきんネット」では、年
金に関する便利なサービスをインターネットからご利
用いただけます。
　ご利用にはユーザIDの取得が必要です。詳しくは日
本年金機構のホームページをご覧ください。
　以下のサービスをご利用いただけます

・年金加入記録の確認
・ライフプランに合わせた年金額の試算
・電子版「ねんきん定期便」の確認
・パソコンによる各種届書の作成・印刷
・スマートフォンでの年金記録確認

　詳しくは「ねんきんネット」で検索 ⇒　http：//www.
nenkin.go.jp/n_net/
●お問い合せ
　大分年金事務所　国民年金課　☎097-552-1211

消費者行政
消費生活相談窓口からの注意喚起
遠隔操作によるプロバイダ変更勧誘に注意
　「今契約しているプロバイダより安くなるから乗り換
えませんか」と電話で勧誘され承諾した。その後、業者
の電話による指示に従い、パソコンでプロバイダのホー
ムページ画面を開き、遠隔操作でプロバイダの変更が
行われた。
　変更後、これまで契約していたプロバイダの料金を
確認すると、新しい契約先の方が高額になることが分
かった。解約を申し出たが、解約には違約金が必要と
言われた、といった相談が急増しています。電気通信
サービスにはクーリングオフの適用はありません。一
旦契約してしまうと高額な違約金を請求されることが
多いため、契約する際はよく考えて安易に契約しない
よう注意しましょう。
●お問い合せ
　竹田市市民課窓口（竹田市消費生活センター）
　☎63-4834　 8：30～17：00（月～金　平日のみ）
　大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　☎097-534-0999

❶
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宝くじ助成
消防団員用の貸与品を整備しました
　地域のコミュニティ活動の充実、強化を目的とする
宝くじ社会貢献広報事業のうち、消防団育成助成事業
の補助金を受け、消防団員用アンダーシャツ（857枚）ラ
イフジャケット（30着）女性団員用防寒具（13着）女性団
員用網上靴（13足）を整備
しました。
　今後、現場活動はもと
より団員の健康・安全管
理に広く活用してまいり
ます。

募　集
大分県竹工芸・訓練支援センター「平成27年度入校生」募集
■募集日程
　募集期間　12月１日㈪～平成27年１月30日㈮
　入校試験　平成27年２月16日㈪
■受講料　無料（ただし、入校時に教科書等の実費は必要）
■科目・内容・募集定員・訓練期間・対象者

科目 内　　容 募集
定員

訓練
期間 対象者

竹工
芸科

竹工芸の製品に関する
竹材の材料加工・各種
編組技術・染色・塗装
技術の習得

10人 ２年

18歳以上
39歳以下
の求職中
の方

介護　
サービ
ス科　

福祉施設や医療機関の
介護サービス等に従事
するために必要な技能・
技術と関連知識の習得

30人 １年
18歳以上
の求職中
の方

●お問い合せ　大分県竹工芸・訓練支援センター　
　☎0977-23-3609

「パソコン農業簿記」確定申告入力指導会
　パソコン農業簿記を行う方を対象に、平成26年分所
得の確定申告に向けた入力指導会を開催します。
日　　時　12月19日、平成27年１月16日・23日・30日
　　　　　（いずれも金曜日）
　　　　　午前の部（9：30～12：00）と午後の部（13：30

～16：00）に分けて実施します。
場　　所　市本庁舎3階会議室
対　　象　経営改善のためにパソコンで農業簿記を行

う方で、決算後経営分析を行う方
持　参　物　パソコン、ソフトＣＤ、決算書類等
講　　師　ソリマチ㈱担当・大分県豊肥振興局普及員
申込期限　希望者は開催日2日前までに竹田市農政課に

電話でお申し込みください。
主　　催　竹田市・竹田地域担い手育成総合支援協議会
●お問い合せ　竹田市農政課  ☎63-4805（担当：足達）

「竹田市産直野菜少量多品目生産対策事業」
直売所に出荷する野菜生産を支援します！

　新鮮で安心な農産物や加工品を提供しているアンテ
ナショップ事業は、少量品目から農産物を出荷するこ
とを可能とし、農業所得の向上につながっています。
　そこで竹田市では、直売所に出荷する小規模栽培施
設（ビニールハウス）及び一体的に整備する灌水施設の
設置に要する経費に対し、予算の範囲内において補助
金を交付します。
　交付要件として導入した施設で次のいずれかに該当
することが必要です。
　⑴１年間に２品目以上生産すること
　⑵地域における新規作物を栽培すること
　また、本事業の補助金の交付対象となる方は、原則
として、次の事項をすべて満たす方です。
　①竹田市内に居住し、竹田市農業委員会に登録また

は竹田市内の農地等で農業を営む方
　②竹田市アンテナショップ出荷協議会の会員で、（一

社）農村商社わかばへ優先的に生産物を出荷する方
　詳しい内容につきましてはお問い合わせください。
　本事業を希望される方は、申込書を12月25日㈭まで
に提出してください。
●お問い合せ・お申込み先
　［竹田地域］ 竹田市農政課ブランド推進室 ☎63-4805
　［荻　地　域］ 竹 田 市 荻 支 所  産 業 建 設 課 ☎68-2215
　［久住地域］ 竹田市久住支所 産業建設課 ☎76-1115
　［直入地域］ 竹田市直入支所 産業建設課 ☎75-2211

平成27年度畜産後継者養成研修生募集
　大分県における中核的農業者として、地域社会の発
展に貢献できる後継者を養成するため、研修生を募集
します。
対　　象　将来、畜産経営を志す、新規学卒者もしく

は社会人経験者等
研修期間　平成27年4月から平成28年3月までの1年間
定　　員　５名（性別不問）  定員になり次第、募集を終了
受付期間　10月１日から27年３月15日まで
応募方法　ホームページにある募集要項をダウンロー

ドし、履歴書及び推薦書に必要事項を記入
のうえ、受付期間内に畜産研修センター宛
て郵送してください。

選考日等　12月上旬より、随時面接、選考します
●お問い合せ　大分県畜産研修センター　☎76-1214

福　祉
病児・病後児保育が12月15日スタートします
　広報たけた11月号でもお知らせしましたが、竹田市
病児・病後児保育室『すずめの子   たけた』を開設します。
開　設　日　平成26年12月15日㈪
開設時間　月曜日から土曜日（日曜・祝日・お盆・年末

年始を除く）　8：30～17：00
実施場所　竹田市大字玉来1299番地2　（竹田市社会福

祉協議会　玉来分所併設）
　◎事前の利用登録をお願いします。登録申請書につ

いては、保育所（園）・幼稚園・小学校を通じて配
布するほか、福祉事務所・各支所いきいき市民課・
竹田市公式ホームページからダウンロードできま
す。

　◎「利用の流れ」については、広報たけた11月号をご
参照ください。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所　子育て支援係
　☎63-4811

❷
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平成26年12月１日から「児童扶養手当法」の
一部が改正されます
　これまで、公的年金※を受給する方は児童扶養手当
を受給できませんでしたが、平成26年12月以降は、年
金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児
童扶養手当を受給できるようになります。
　児童扶養手当を受給するためには申請が必要です。
　※遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族

補償など

今回の改正により新たに手当を受け取れる場合
・お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年

金を受給している場合
・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金を受給

している場合
・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額

の遺族厚生年金を受給している場合など
新たに手当を受給するための手続き
　児童扶養手当を受給するためには別に申請が必要です。
支給開始日
◆手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただ

し、これまで公的年金を受給していたことにより児
童扶養手当を受給できなかった方のうち、平成26年
12月１日支給要件を満たしている方が、平成27年3
月までに申請した場合は、平成26年12月分の手当か
ら受給できます。

◆平成26年12月分～平成27年３月分の手当は、平成27
年４月に支払われます。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所　子育て支援係　
　☎63-4811

平成27年度竹田市認可保育園（所）の入所申込み受付
　平成27年度の認可保育園（所）への入所申込み受付を
行います。保育園（所）の申込書類は福祉事務所、各支
所いきいき市民課にあります。

〈受付期間〉
　平成26年12月１日㈪～12月26日㈮
　※詳しくは班回覧の案内チラシをご覧ください
●お問い合せ　竹田市福祉事務所　子育て支援係
　☎63-4811

民生委員が交代しました
　直入地域の仲村、草深、橘木の各自治会を担当する
民生委員さんが、吉野幸一さん（仲村）に交代しました
のでお知らせします。

自衛隊
「平成26年度陸上自衛隊、高等工科学校生徒」募集

対　象　者　15歳以上17歳未満の男子
受付期間　11月1日㈯～平成27年1月9日㈮
試験期日・場所
　　　　　平成27年１月24日㈯　大分商工会議所
●お問い合せ　自衛隊大分地方協力本部竹田地域事務

所　☎63-3320

幼稚園
平成27年度市立幼稚園の入園願書受付
　竹田市立竹田幼稚園、南部幼稚園、直入幼稚園の３
園では、平成27年度の入園願書の受付を始めます。
　幼稚園には、市内全地域さらには市外希望者も入園
することができます。市立幼稚園のある竹田地域・直
入地域の対象児の保護者の方には入園願書を郵送しま
す。12月中に願書が届かない場合、またその他の地域
に在住の方で入園を希望する場合は、ご連絡ください。
◇対象となる子供
　竹田幼稚園・南部幼稚園 
　平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれ（５歳児）
　直入幼稚園 
　平成21年４月２日～平成23年４月１日生まれ（４・５歳児）
●お問い合せ
　竹田幼稚園 ☎63-1081　南部幼稚園 ☎63-1084
　直入幼稚園 ☎75-2230

成人式
平成26年度竹田市成人式を開催します
日　時　平成27年1月11日㈰ 受付12：00～ 開会13：00～
場　所　久住公民館くじゅうサンホール
対象者　平成６年４月２日～平成７年４月１日までに

生まれた人で、市内在住及び市内中学校を卒
業し学業や就職等で市外に在住されている人。

※対象者には中学卒業名簿をもとに個別にご案内を送付
しましたが、まだ届いていない方はご連絡ください。

●お問い合せ　竹田市教育委員会生涯学習課　☎63-4817

人権学級
考えよう、高齢者の人権
日　時　12月17日㈬　15：00～16：30
会　場　竹田市本庁舎 3階会議室
内　容　人権学習学級  テーマ「高齢者の人権を考える

ワークショップ」
講　師　大分県人権問題講師団　工藤　隆浩さん
●お問い合せ　竹田市教育委員会生涯学習課  ☎63-4817
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/2

5）
○

障
害

者
週

間（
12

/3
～

12
/9

）　
　

○
北

朝
鮮

人
権

侵
害

問
題

啓
発

週
間（

12
/1

0～
12

/1
6）

○
大

気
汚

染
防

止
推

進
月

間
○

脱
ス

パ
イ

ク
タ

イ
ヤ

推
進

月
間

○
地

球
温

暖
化

防
止

推
進

月
間

○
模

倣
品

・
海

賊
版

撲
滅

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン（

～
3/

31
） 

■
20

15
年

１
月

上
旬

の
予

定
１

月
１

日
㈭

・
20

15
荻

地
域

新
春

歩
こ

う
会

　5
：

30
〜

受
付

　6
：

00
〜

開
会

式
・

ス
タ

ー
ト〔

コ
ー

ス
〕荻

公
民

館
〜

馬
背

野「
高

鼻
公

園
」　

㉄
荻

公
民

館
  ☎

68
-2

02
5

１
月

３
日

㈯
・

新
春

た
こ

あ
げ

大
会

　9
：

30
〜（

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
）

　
　

　
　

　
・

第
38

回
相

良
慶

隆
杯

竹
田

新
春

マ
ラ

ソ
ン

大
会

　9
：

30
〜

開
会

式（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

陸
上

競
技

場〔
ス

タ
ー

ト
・

フ
ィ

ニ
ッ

シ
ュ

〕）
１

月
５

日
㈪

・
平

成
27

年
新

年
互

礼
会

　1
2：

00
〜（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
多

目
的

ホ
ー

ル
） 

１
月

６
日

㈫
・

荻
地

域
で

新
年

を
祝

う
会

　1
6：

00
〜（

荻
公

民
館

２
階

中
集

会
室

 ）
１

月
11

日
㈰

・
平

成
26

年
度

竹
田

市
成

人
式

　1
3：

00
〜（

久
住

公
民

館
く

じ
ゅ

う
サ

ン
ホ

ー
ル

）
１

月
18

日
㈰

・
平

成
27

年
竹

田
市

消
防

出
初

式
　9

：
00

〜（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

）

花
水

月
　

年
末

年
始

の
お

知
ら

せ

12
月
26
日
㈮
〜
1月
7日
㈬
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
！

通
常

営
業

時
間

　
12

月
30

日
㈫

　
朝

風
呂

 　
  6

：
00

〜
  8

：
30

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 大

浴
場

　
11

：
00

〜
22

：
00

特
別

営
業

時
間

　
12

月
31

日
㈬

　
朝

風
呂

 　
  6

：
00

〜
  8

：
30

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 大

浴
場

　
11

：
00

〜
21

：
00

　
　

　
　

　
　

　
１

月
１

日
㈭

　
大

浴
場

 　
  6

：
00

〜
21

：
00

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 （

１
階

の
朝

風
呂

は
致

し
ま

せ
ん

）
　

　
　

　
　

　
　

１
月

２
日

㈮
　

朝
風

呂
 　

  6
：

00
〜

  8
：

30
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 大
浴

場
　

11
：

00
〜

21
：

00
　

　
　

　
　

　
　

１
月

３
日

㈯
　

朝
風

呂
 　

  6
：

00
〜

  8
：

30
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 大
浴

場
　

11
：

00
〜

21
：

00
通

常
営

業
時

間
　

１
月

４
日

㈰
　

朝
風

呂
 　

  6
：

00
〜

  8
：

30
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 大
浴

場
　

11
：

00
〜

22
：

00
＊

露
天

風
呂

は
27

日
㈯

〜
4日

㈰
の

期
間

営
業

致
し

ま
す

。
　

ご
家

族
、

帰
省

客
の

皆
さ

ん
と

是
非

お
越

し
く

だ
さ

い
。

お
待

ち
し

て
ま

す
。

◎
営

業
の

変
更

露
天

風
呂

を
12

月
〜

３
月

の
間

　
土

・
日

・
祝

日
の

み（
年

末
年

始
を

除
く

）営
業

い
た

し
ま

す
。

●
お

問
い

合
せ

　
竹

田
温

泉
花

水
月

　
☎

64
-1

12
6

m
on

o9
6F

C 
銀

塩
写

真
展

日
時

　
12

月
20

日
㈯

～
１

月
18

日
㈰

　
　

　
9：

00
～

16
:0

0（
最

終
日

は
15

:0
0ま

で
）

会
場

　
TS

G竹
田

総
合

学
院

　
　

  （
旧

竹
田

中
学

校
）

内
容

　
モ

ノ
ク

ロ
フ

ィ
ル

ム
に

こ
だ

わ
っ

た
作

品
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
「

大
分

大
学

写
真

部
」

「
宇

佐
3

5
フ

ォ
ト

ク
ラ

ブ
」

の
作

品
も

展
示

し
ま

す
。

●
お

問
い

合
せ

　
m

on
o9

6F
C

　
☎

09
0-

30
16

-7
52

5

「
温

泉
療

養
文

化
館「

御
前

湯
」年

末
年

始
の

営
業

時
間

 
年

末
年

始
12

月
31

日
㈬

〜
１

月
３

日
㈯

の
４

日
間

は
、

休
ま

ず
営

業
い

た
し

ま
す

が
、

営
業

時
間

を
6：

00
〜

18
：

00
ま

で
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

な
お

、１
月

４
日

㈰
か

ら
は

通
常

営
業

と
い

た
し

ま
す

。



たけたん情報　平成26年12月号 ❺

12
月

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
14
年（
平
成
26
年
）

※
１

竹
田

市
歩

こ
う

会
 ☎

62
-2

50
1（

山
本

）
※

２
竹

田
創

生
館

 ☎
62

-4
10

0
農

業
委

員
会

事
務

局
農

地
係

か
ら

の
お

知
ら

せ
・

農
地

に
係

る
各

種
申

請
受

付
の

締
め

切
り

は
、

毎
月

15
日

で
す（

15
日

が
土

日
の

場
合

は
直

前
の

金
曜

が
締

切
日

と
な

り
ま

す
）。

●
お

問
い

合
せ

　
竹

田
市

農
業

委
員

会
事

務
局

　
☎

63
-4

81
5

日
SU

N
月

MO
N
火

TU
E
水

WE
D
木

TH
U
金

FR
I
土

SA
T

1
2

3
4

5
6

・
世

界
エ

イ
ズ

デ
ー

・【
納

期
限

】〔
市

税
〕・

固
定

資
産

税
４

期
、

国
民

健
康

保
険

税
８

期
、

介
護

保
険

料
・

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

５
期

・「
絞

り
染

め〝
豊

後
〟に

出
会

う
旅

」－
安

藤
宏

子
・

失
わ

れ
た

日
本

の
美

を
求

め
て

－
 9：

00
-1

6：
00（

TS
G

竹
田

総
合

学
院

）
〜

14
日

㈰
ま

で
・〔

歴
史

資
料

館
〕特

別
展「

中
川

秀
成

の
戦

い
〜

佐
賀

関
合

戦
を

読
む

〜
」〜

14
㈰

ま
で

・
暮

ら
し

の
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
・

荻「
し

ら
み

ず
」オ

ー
プ

ニ
ン

グ
セ

レ
モ

ニ
ー

 
13

：
30

 〜
（

荻
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
第

47
回

衆
議

院
議

員
総

選
挙

公
示

日
 

・〔
水

琴
館

〕『
工

藤
敬

一
写

真
展

』
〜

7日
㈰

ま
で

・
お

は
な

し
の

へ
や

  1
0：

30
-1

1：
00（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
  1

3：
30

-
15

：
30（

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約（

☎
63

-3
34

6）
・

第
13

回
竹

田
市

農
業

委
員

会
総

会
  1

4：
30

〜（
竹

田
市

３
階

委
員

会
室

）

・
国

際
障

害
者

デ
ー

・
竹

田
温

泉「
花

水
月

」休
館

日
・

健
康

相
談

 8：
30

-1
0：

30
   

※
事

前
の

予
約

は
不

要
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
  保

健
指

導
室

）
・

お
は

な
し

ル
ー

ム
14

：
00

-
14

：
30（

竹
田

幼
稚

園
）

・
久

住
地

域
人

権
講

演
会

 
　

18
:0

0〜
開

演〔
講

師
〕中

倉
茂

樹
氏（

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
）

・
第

41
回

竹
田

市
少

年
少

女
駅

伝
ロ

ー
ド

レ
ー

ス
大

会
 9：

00
開

会
式

　
9：

30
ス

タ
ー

ト（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

内
周

回
コ

ー
ス

）
・

第
10

回
歳

末
助

け
合

い
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
シ

ョ
ー【

午
前

の
部

】
10

：
00

〜
12

：
00

／【
午

後
の

部
】

14
：

00
〜

16
：

00（
直

入
公

民
館

） 
・

荻
地

域
人

権
講

演
会

 1
3：

00
〜

開
演〔

講
師

〕中
倉

茂
樹

氏（
竹

田
市

立
緑

ヶ
丘

中
学

校
体

育
館

）

7
8

9
10

11
12

13
・

直
入

地
域

人
権

講
演

会
 

14
：

00
〜

開
演〔

講
師

〕中
倉

茂
樹

氏（
直

入
公

民
館

ホ
ー

ル
）

・
第

26
回「

佐
藤

義
美

賞
」竹

田
童

謡
作

詩
コ

ン
ク

ー
ル

表
彰

式
 1

3：
30

〜（
佐

藤
義

美
記

念
館

）

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
：

30
-

11
：

00（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）

・
五

感
で

巡
る

竹
田

遺
産

の
旅

“隠
し

”キ
リ

シ
タ

ン
の

里
巡

り
 9：

00
-1

5：
00

 ㉄
 

竹
田

市
観

光
ツ

ー
リ

ズ
ム

協
会

　
☎

63
-0

58
5 

・
竹

田
温

泉「
花

水
月

」休
館

日
・

第
９

回
九

州
森

林
・

林
業

セ
ミ

ナ
ー

 1
4：

00
〜〔

講
師

〕吉
良

今
朝

芳
先

生（
竹

田
市

出
身

）（
久

住
公

民
館

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
） 

・
子

牛
市

場
　

9：
30

セ
リ

開
始（

豊
後

豊
肥

家
畜

市
場

）

・「
絞

り
染

め
＂豊

後
”に

出
会

う
旅

」展
 ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ〔

一
般

向
け

〕
12

：
00

〜
　

講
師

・
安

藤
宏

子
氏

（
TS

G
竹

田
総

合
学

院
）

14
15

16
17

18
19

食
育

の
日

20
・

第
47

回
衆

議
院

議
員

総
選

挙
投

開
票

日
・

第
16

回
市

長
旗

争
奪

竹
田

名
水

少
年

剣
道

大
会

　
第

50
回

岡
城

旗
争

奪
少

年
剣

道
大

会
 

8：
40

〜
開

会
式（

竹
田

小
学

校
体

育
館

）㉄
竹

田
市

生
涯

学
習

課
 ☎

63
-4

81
7 

・「
雪

っ
こ

カ
ー

ニ
バ

ル
in

久
住

」 
9：

00
〜（

久
住

公
民

館
）

・
病

児
・

病
後

児
保

育
室「

す
ず

め
の

子
 た

け
た

」オ
ー

プ
ン

　
8：

30
〜

 （
竹

田
市

社
会

福
祉

協
議

会
 玉

来
分

所
併

設
）

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
：

30
-

11
：

00（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）

・
温

泉
療

養
文

化
館「

御
前

湯
」休

館
日

・〔
歴

史
資

料
館

〕企
画

展「
南

画
×

冬
」

〜
2／

1㈰
ま

で
・

年
金

相
談

[完
全

予
約

制
]  

10
：

00
-

15
：

00（
竹

田
市

高
齢

者
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー
）

・
１

歳
６

か
月

児
健

康
診

査
  1

3：
00

-
13

：
20

受
付（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）※

15
：

30
終

了
予

定
・

大
分

県
行

政
書

士
会

無
料

相
談

会
13

：
00

-1
6：

00（
大

分
県

行
政

書
士

会〔
大

分
市

〕）
㉄

大
分

県
行

政
書

士
会

事
務

局
　

☎
09

7-
53

7-
70

89
・

お
は

な
し

ル
ー

ム
14

：
00

-1
4：

30（
南

部
幼

稚
園

）

・
竹

田
温

泉「
花

水
月

」休
館

日
・

４・
10

か
月

児
健

康
診

査〔
４

か
月

〕
13

：
00

-1
3：

15
受

付〔
10

か
月

〕
13

：
15

-1
3：

30
受

付（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
※

15
時

終
了

予
定

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

13
:3

0〜
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
 1

3：
30

-
15

：
30（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

）：
要

予
約（

☎
63

-3
34

6）

・
成

牛
市

場
　

9：
30

セ
リ

開
始（

豊
後

豊
肥

家
畜

市
場

）
・「

m
on

o9
6F

C銀
塩

写
真

展
」

9：
00

〜
16

：
00

（
TS

G「
竹

田
総

合
学

院
」）

〜
1/

18
㈰

ま
で

 ※
最

終
日

は
15

：
00

ま
で

・
第

26
回

ク
リ

ス
マ

ス
音

楽
の

夕
べ

 1
8：

00
-2

0：
30（

竹
田

商
工

会
議

所
） 

㉄
瀧

廉
太

郎
会

事
務

局
　

☎
63

-
18

23（
堀

）

12
月

行
政

相
談

員
に

よ
る

行
政

相
談

所
の

開
設

一
覧

 
地

　
域

相
　

談
　

日
 開

催
時

間
開

　
催

　
場

　
所

竹
　

田
12

月
17

日
㈬

10
：

00
〜

12
：

00
竹

田
市

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

相
談

室

荻
12
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保　険
高額介護合算療養費のお知らせを送付します
　高額介護合算療養費とは、毎年８月から翌年７月ま
での１年間に支払った医療保険と介護保険の自己負担
額の合計額が基準額を超えた場合に、その超えた額に
ついて支給される制度です。後期高齢者医療制度また
は国民健康保険の被保険者で支給が見込まれる方に、
平成27年1月にお知らせと支給申請書を送付します。支
給申請書に必要事項を記入し、保険課又は各支所いき
いき市民課で申請手続きをしてください。
◆申請に必要な書類
　支給申請書・お知らせの文書・印鑑・通帳等（口座情
報が確認できるもの）・後期高齢者医療被保険者証また
は国民健康保険被保険者証・介護保険被保険者証
●お問い合せ　大分県後期高齢者医療広域連合　

☎097-534-1771（代表）　竹田市保険課国保・高齢者
医療係　☎63-1111（内線135・136・137）

月間・週間
北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めましょう
　12月10日㈬から12月16日㈫は「北朝鮮人権侵害問題
啓発週間」です。
　拉致問題は、我が国の喫緊の国民的課題であり、こ
の解決を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問題へ
の対処が、国際社会を挙げて取り組むべき課題とされ
るなか、この問題についての関心と認識を深めていく
ことが大切です。

説明会
大学生等向け大分県内企業による合同企業説明会（東京・大阪・福岡）

　平成28年３月卒業予定者等を対象とした大分県内
企業による合同企業説明会を東京・大阪・福岡で開催
します。参加企業、事前登録等、詳しくは県庁ホーム
ページをご覧ください。  

【対　象】　平成28年3月卒業予定の大学生等（一般の方、
大学１、２年生等の参加可）

　《福岡会場》平成27年３月13日㈮　11：00～16：30
　　　　　　（福岡ファッションビル ８階 Ａホール）
　《大阪会場》平成27年３月20日㈮　11：00～16：30
　　　　　　（AP大阪淀屋橋４階 南ルーム）
　《東京会場》平成27年３月27日㈮　11：00～16：30
　　　　　　（東京国際フォーラム　ホールＤ5）
●お問い合せ　大分県商工労働部　雇用･人材育成課　

雇用･人材育成班　☎097-506-3343
http：//www.pref.oita.jp/soshiki/14540/oitagenki-2014.
htm（“おおいた元気企業”で検索）

地域おこし協力隊
平成27年度「地域おこし協力隊」募集します！
　竹田市では、平成27年度任用の地域おこし協力隊を
公募します。業務は、①観光の振興に関する業務、②
スポーツの振興に関する業務、③畜産の振興に関する
業務、④集落営農の振興に関する業務の「一般枠」。ま
た、これまで学んできたこと、培ってきた特技・経験・
資格などを活かして竹田市のまちづくりにチャレンジ
する「チャレンジ枠」の２種類です。
　募集定員は一般枠が８名、チャレンジ枠が２名の合計
10名を予定しています。公募の期間は、平成26年12月
１日から平成27年１月９日までです。
　詳しくは、竹田市公式ホームページをご覧ください。

または、竹田市企画情報課農村回帰推進室までお尋ね
ください。
●お問い合せ　竹田市農村回帰推進室　☎63-4801

求　人 ハローワーク豊後大野竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101

①総合職1人16～28万円　②一般事務員1人13～15万
円　③携帯電話販売員1人14～18万円　④販売員1人
13.2～20万円　⑤作業員1人18.7万円　⑥ホテルスタッ
フ1人13～14.4万円　⑦ 調 理 係（店 長 候 補 ）1人20～25
万円　⑧看護補助者3人13.5～14.5万円　⑨警備員10
人14.7～18.4万円　⑩農業機械の販売・修理1人15.8～
18.5万円　⑪販売員1人13～20万円　⑫配送員1人13.2
万円

〔パート求人（時給）〕
⑬駐車場警備員5人900～1000円　⑭事務補助1人840
～1000円　 ⑮ 清 掃 員1人680円　 ⑯ シ ョ ッ プ 店 員2人
700～800円　 ⑰ 受 付・ 会 計 等 の 医 療 事 務1人800～
1100円　⑱レジ・販売補助1人750円　⑲農作業員2人
677～680円　⑳ 郵 便 外 務 員1人830円　㉑ 介 護 職 員2
人700～850円　 ㉒惣菜係1人700円　㉓苺の生産・販
売・接客1人700円　㉔ホール厨房係2人700～750円

平成 26 年度豊後大野市 病院企業職員 採用試験
　豊後大野市民病院では、平成27年4月1日採用予定の
職員の募集を行います。募集要領は次のとおりです。
専門職（第３回）

◆職種、採用予定人数、受験資格【＊地方公務員法第16
条に該当する人は受験できません】

職　種 採用予
定人数 年　齢 免許・資格

看護師 若干名

昭 和40年4月
2日 平成27年
4月1日以降に
生まれた人

看護師免許（国家試験免許）を有している
人　または平成27年３月31日までに予
定されている国家試験において取得する
見込みがある人

◆試験日時
　①試験日時　平成27年１月25日㈰ ※受付8：15～8：30
　②試験場所　豊後大野市民病院　大会議室
　③試験内容　作文試験、適性検査（筆記）、資格調査（口
　　　　　　　頭）、面接試験
◆受験手続　
　①受験申込受付期間  
　　11月17日㈪～平成27年１月13日㈫　必着
　　8：30～17：00　（土、日、祝日は受付不可）
　②受験申込書の配付…豊後大野市民病院で配付します。

市民病院ホームページからもダウンロードできます。
●受験申込書の提出先・お問い合せ　豊後大野市民病院

医事･経営課 経営係　☎0974-42-3121（内線1233）

県税事務所からのお知らせ
自動車税の納税は便利な口座振替をご利用ください
　口座振替は、便利・確実・安心・簡単な支払方法です。
　平成27年度の自動車税の口座振替を希望される場合
は、平成27年2月末日までに手続きする必要があります。
詳しくはホームページをご参照ください。
●お問い合せ  大分県豊後大野県税事務所  ☎0974-22-7501

久住プロジェクト～わが村は美しく・わが村には未来がある運動～

ロゴマーク決定！
　広報たけた10月号にて募集し
ました「久住プロジェクト」のロ
ゴマークが決定しました。運動
のシンボルとして、今後活用し
ていきます。
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休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕　平日夜間18：00～21：00
　　　　　　土曜日13：00～21：00、休日8：30～21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日 18:00～21:00、土曜日 13:00～21:00
　　　　　　日曜・祝祭日 8：30～21:00
　※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科

輪番病院を受診してください。
　※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯につい

ても電話相談していただいて、診察可能と判断できれ
ば可能な限り対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ
そこで診てもらうようお願いします。

　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ
電話連絡したうえで受診をしてください。

　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

12月６日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12月７日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

12月13日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12月14日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

12月20日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12月21日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
12月23日（火・祝） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

12月27日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12月28日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
12月29日㈪ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
12月30日㈫ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
12月31日㈬ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
１月１日㈭ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
１月２日㈮ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
１月３日㈯ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
１月４日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

１月10日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

１月11日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
１月12日（月・祝） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30～11：30（こども診療所は9：00～11：30）
診療時間　9：00～12：00（三重東クリニックは8：30～12：00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているとこ

ろがあります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があ

ります。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-
0119）にお電話で確認されるようお願いします。また、
院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意された約束処
方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当 番 日 医療機関 電話番号

12月７日㈰ ふじさわ歯科医院 （竹田） 64-1118
12月14日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 75-3001
12月21日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 62-2400

12月23日（火・祝） 竹田市荻歯科診療所（荻） 68-3263
12月28日㈰ 久住加藤医院　歯科診療部（久住） 76-0008
12月29日㈪ 長湯ごとう歯科（直入） 75-3001
12月30日㈫ 竹下歯科医院（竹田） 62-2662 
12月31日㈬ 歯科筑紫医院（久住） 76-0024

※診療時間 9：00～12：00（受付11：30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151
　http：www.oita-dental-a.or.jp/

　　　　　たけたケーブルテレビ

  たけた市民チャンネル12月番組情報
第68回 瀧廉太郎記念全日本高等学校
声楽コンクール 本選	
　10月19日㈰に開催された、第68回瀧廉太郎記念全日
本高等学校声楽コンクールの本選の模様をお届けしま
す。今回は、予選に全国から31校32名が出場し、本選
へ10名が出場しました。若き声楽家のみなさんの歌声
をお聴きください。	

【放送日】 12月6日、13日、20日、27日　
　　　　 土曜日 20：00～
※都合により放送時間を、変更する場合がありますの

でご了承ください。

国（総務省）の「地上デジタル放送難視聴対策」
支援は平成27年3月に終了、申込みは平成26年12月までに！

◎支援の内容　
　国（総務省）では、経済的な理由で地上デジタルテレ
ビ放送の受信環境を整えることが困難な世帯に対し、
受信環境整備のための支援をおこなっています。
支援の内容は、アナログテレビで地上デジタル放送を
視聴し、NHKの放送受信料が全額免除となっている世
帯に、簡易なチューナー1台を無償で給付しています。
◎支援のお申込み
　支援の申し込みは遅くとも本年12月中の申込みが必
要です。
●お問い合せ　総務省地デジコールセンター
　☎0570-07-0101
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①原付や125㏄以上のバイクなどの車両（H27年度から税額が変わります。）
車　種　区　分 H26年度まで H27年度から

原付

50㏄以下 1,000円 2,000円
50㏄超90㏄以下 1,200円 2,000円
90㏄超125㏄以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円
軽二輪（125㏄超250㏄以下） 2,400円 3,600円

小型二輪（250㏄超） 4,000円 6,000円
小型
特殊

農耕作業用 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

　平成26年度の地方税法等の一部改正によって、平成27年度から軽自動車税が以下のように変更になります。	

②軽四輪などの車両　（「最初の新規検査年」によって税額が異なります。）
●「最初の新規検査年」が平成14年以前

車　種　区　分 H26年度 H27年度 H28年度から
三　　　　　輪 3,100円 3,100円 4,600円

四輪
以上

乗　用 自家用 7,200円 7,200円 12,900円
営業用 5,500円 5,500円 8,200円

貨物用 自家用 4,000円 4,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,000円 4,500円

H26年度、H27年度は現行税率です。
H28年度から重課税率になります。

現行税率…平成27年3月31日までに新規登録した車両には、
税率の変更はありません。

新　税　率…平成27年4月1日以降に新規登録する車両から新
税率が適用されます。

重課税率…新規登録を受けた年月から13年を経過した車両
は平成28年度から適用されます。		
			 

●「最初の新規検査年」が平成15年～平成27年３月

車　種　区　分 H26年度

H28年度から
最初の新規
検査年から
13年目まで

最初の新規
検査年から
14年目以降

三　　　　　輪 3,100円 3,100円 4,600円

四輪
以上

乗　用 自家用 7,200円 7,200円 12,900円
営業用 5,500円 5,500円 8,200円

貨物用 自家用 4,000円 4,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,000円 4,500円

「最初の新規検査年」から13年目までは現行税率です。
14年目以降重課税率になります。

●「最初の新規検査年」が平成27年４月以降

車　種　区　分 H26年度

H28年度から
最初の新規
検査年から
13年目まで

最初の新規
検査年から
14年目以降

三　　　　　輪 － 3,900円 4,600円

四輪
以上

乗　用 自家用 － 10,800円 12,900円
営業用 － 6,900円 8,200円

貨物用 自家用 － 5,000円 6,000円
営業用 － 3,800円 4,500円

「最初の新規検査年」から13年目までは新税率です。
14年目以降重課税率になります。

平成27年度から軽自動車税が変わります！

廃車の手続きはお済ですか？
　原動機付自転車や、4輪の軽自動
車等に対する「軽自動車税」は、毎
年、4月1日現在の所有者に課税され
ます。
　４月２日以降に廃車や名義変更を
しても、月割課税の制度はなく、そ
の年度分の税金全額を納めていただ
くことになります。また、譲渡や廃
棄によって、軽自動車や原動機付自
転車等がお手元になくても、廃車の
届出がないと課税されます。廃車手
続が終わっていない方や、ご自宅に
処分する予定の原動機付自転車等が
ある方は、お早めに（平成27年3月
31日までに）手続をお願いします。

●お問い合せ
　・原動機付自転車等の竹田市または旧町ナンバーの車両については……
　　竹田市税務課課税係　☎63-1111（内線125・127）または各支所いきいき市民課
　・小型二輪（250cc超）については……九州運輸局大分運輸支局　　☎050-5540-2087
　・軽自動車、軽二輪については……軽自動車検査協会大分事務所　　☎050-3816-1759
　　※車種によって問い合わせ先が異なります。ご注意ください。

※最初の新規検査年とは
自動車検査証に記載されている初度検査年のことです。新規登録を
表します。	


